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藤
原
さ
ん
は
三
重
県
出
身
。
15
歳
の

時
八
尾
へ
来
て
就
職
、
十
数
年
の
金
型

製
作
の
修
業
期
間
を
経
て
１
９
９
３
年

に
独
立
創
業
し
た
。
当
時
は
バ
ブ
ル
崩

壊
の
あ
お
り
で
金
型
業
界
も
海
外
移
転

が
進
み
、
新
し
い
顧
客
を
開
拓
に
努
め

た
が
厳
し
い
加
工
単
価
に
辛
い
思
い
を

し
た
。
売
上
高
の
６
割
を
占
め
る
顧
客

の
廃
業
や
売
上
高
３
割
の
顧
客
の
倒
産

な
ど
、
厳
し
い
経
営
環
境
が
続
い
て
い

た
。

　

倒
産
の
危
機
か
ら
脱
出
す
る
た
め
に

為
に
藤
原
電
子
工
業
を
シ
ビ
ア
に
現
状

分
析
し
、「
弱
み
・
強
み
」
を
徹
底
的

に
追
求
し
た
。
技
術
力
・
営
業
力
・
社

員
力
・
顧
客
力
す
べ
て
が
弱
み
の
否
定

的
な
分
析
に
つ
な
が
っ
た
が
、「
強
み

の
発
見
」
と
し
て
金
型
技
術
の
経
験
が

Ｓ
Ａ
Ｆ
工
法
技
術
の
開
発
に
結
び
つ
い

た
。
Ｓ
Ａ
Ｆ
工
法
と
は
Ｓ
（Sharp

：

鋭
い
）
Ａ
（Angle

：
角
）、
Ｆ
（
フ
ジ

ワ
ラ
）
の
略
称
だ
。
金
型
加
工
に
よ
る

製
品
に
つ
き
も
の
の
外
形
バ
リ
を
Ｓ
Ａ

Ｆ
工
法
に
よ
り
、
手
作
業
の
バ
リ
取
り
仕
上
げ
を
省

く
こ
と
が
で
き
る
。
Ｓ
Ａ
Ｆ
工
法
技
術
は
日
本
国
内

で
唯
一
の
特
殊
技
術
で
あ
り
他
の
企
業
の
追
随
を
許

さ
な
い
。

　

次
に
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
ア
ッ
プ
さ
せ
る

た
め
に
様
々
な
方
策
を
試
み
た
。
社
員
は
現
状
を
変

え
た
い
と
考
え
て
い
て
も
能
力
が
な
い
と
思
い
込

み
、な
か
な
か
自
信
が
持
て
な
い
の
が
現
実
だ
っ
た
。

　

そ
ん
な
折
、
社
員
の
能
力
を
引
き
出
す
絶
好
の

チ
ャ
ン
ス
が
訪
れ
た
。
２
０
０
８
年
に
八
尾
市
第
１

回
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
出

場
テ
ー
マ
は
藤
原
さ
ん
が
決
め
、
出
場
メ
ン
バ
ー
は

は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　

社
員
教
育
を
心
が
け
る
と
共
に
、
シ
ン
グ
ル
マ

ザ
ー
対
応
等
を
含
め
て
女
性
が
働
き
や
す
い
環
境
、

高
齢
者
（
70
歳
超
の
作
業
者
）
が
働
き
や
す
い
環
境

に
努
め
て
い
る
。

　

企
業
変
革
に
必
要
な
こ
と
は
決
し
て
諦
め
な
い
で

や
り
抜
く
こ
と
だ
。
ま
た
企
業
と
し
て
重
要
な
こ
と

は
社
会
に
求
め
ら
れ
る
企
業
に
な
る
こ
と
だ
。
藤
原

電
子
工
業
は
弱
み
の
克
服
と
強
み
の
改
善
を
推
進
す

る
こ
と
に
よ
り
、
金
型
技
術
者
６
人
・
ロ
ボ
ッ
ト
開

発
技
術
者
２
人
の
人
材
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き

た
。

　

現
在
の
主
力
商
品
で
あ
る
イ
モ
ビ
ラ
イ
ザ
ー
（
自

動
車
盗
難
防
止
シ
ス
テ
ム
）・
携
帯
電
話
用
チ
ッ
プ

Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
続
く
商
品
群
と
し
て
家
庭
向
け
、
コ
ン
ビ

ニ
、
一
般
商
店
向
け
の
ロ
ボ
ッ
ト
が
期
待
さ
れ
て
い

る
。

　

藤
原
さ
ん
は
「
こ
れ
か
ら
も
商
業
と
工
業
が
信
頼

関
係
を
作
り
、
ア
イ
デ
ア
商
品
を
開
発
、
八
尾
市
に

新
し
い
産
業
が
生
ま
れ
る
仕
組
み
を
構
築
し
て
い
き

た
い
」
と
力
強
い
言
葉
で
第
１
回
市
民

大
学
講
座
を
締
め
く
く
っ
た
。

の
設
立
に

結
び
つ
い

た
。

　

パ
ン
の

品
揃
え
は

30
〜
40
種

類
、
セ
ー

ル
ス
ポ
イ

ン
ト
は

「
焼
き
た

て
・
天
然

素
材
」だ
。

ア
レ
ル
ギ
ー
対
策
と
し

て
、
天
然
酵
母
菌
を
使
用

し
た
４
種
類
の
パ
ン
を
提

供
し
て
お
り
、
他
の
商
品

は
牛
乳
・
卵
を
使
用
し
て

の
秘
密
は
国
産
小
麦
に
あ

る
。
輸
入
小
麦
に
比
べ
て

仕
入
価
格
は
高
い
が
北
海

道
産
の
特
定
業
者
・
ブ
レ

ン
ド
小
麦
を
採
用
し
て
い

る
。

　

ジ
ン
ジ
ャ
モ
ー
ル
商
店

街
「
８
日
の
売
り
出
し
」

に
は
、
何
種
類
か
の
パ
ン

を
特
別
値
引
き
し
て
好
評

だ
。

　

パ
ン
工
房
の
店
長
は
拓

弥
さ
ん
だ
が
、
母
親
の
典の

り

子こ

さ
ん
も
お
客
さ
ん
対
応

他
の
元
締
め
と
し
て
活
躍

し
て
い
る
。
枚
岡
神
社
の

12
月
23
日
の
「
お
笑
い
神

事
」
に
は
出
店
予
定
だ
と

い
う
。

　

拓
弥
さ
ん

に
将
来
の
計

画
を
伺
う

と
、「
移
動

販
売
車
を
備
え
て
、
災
害

時
に
役
に
立
ち
た
い
」
と

力
強
い
夢
を
語
っ
て
く
れ

た
。

 

（
小
川
秀
人
）

≪商品紹介≫
～色メリヤスウエス～（１ｋｇ￥350）
～混合ウエス～　　 　（１Kg￥150）
～タオルウエス～　　（１ｋｇ￥400）
～タオル雑巾～          　     （１Ｋｇ￥600）

社会福祉法人ヤンググリーン
障害福祉さぽーとライフグリーン
〒578－ 0905　東大阪市川田４－４－８
ＴＥＬ：072－ 963－ 4838
ＦＡＸ：072－ 963－ 4855

ウエス販売

☆不用になった中古衣料やタオルから、ウエス
に適した原料だけを選別加工し商品として仕上
げました。障がいを持つ利用者が手作業で丁寧
に裁断し、梱包をしています。地球に優しく、
皆様に愛される商品を目指しています。

小
物
金
属
加
工
製
品
の
中
国
調
達
・
販
売

多
品
種
・
小
ロ
ッ
ト
金
属
削
り
出
し
加
工
品

株
式
会
社

東
華
機
械

代
表
取
締
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千
日
前
通
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（
産
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道
路
沿
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９
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根川医院

〒577―0802
東大阪市小阪本町 1-1-7
　　 エフエスビル２Ｆ

〒581-0013
八尾市山本町南 6-2-29
TEL 072―926―5134
FAX 072―921―6893

TEL 06―6720―4601
FAX 06―6720―4603

東大阪 ･八尾
柏原の地域紙

6943

今
年
か
ら
東
大
阪
鴻
池
ジ
ャ
ズ
共
同
開
催

藤原義春さんとロボット「ミーちゃん」

ピアノを弾きながら熱唱する
カサンドラ・ピークさん

左から２人目Ono Aki さん、カサンドラ・ピークさん、
岩﨑史郎副会長、浅野光男会員、岩橋竜介幹事

東大阪市神田町3－6　
☎072－951－2295
営業時間：9時～18時
休　　日：日曜日・祝日

自然派パン工房　三星堂

「
河
内
棟
上
祝
い
音
頭
」
を
披
露
す
る

井
上
整
憧
社
中

八
尾
発
の
ロ
ボ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー

株
式
会
社
藤
原
電
子
工
業 

社
長 

藤
原 

義
春 

さ
　
　
ん

第1回 八尾市民大学講座

地域社会がものづくりの舞台に

第41回 東大阪ふれあい祭り

　　　　　　　　　毎週木曜日19:00～19:30
　　　　　　視聴はhttp://www.higashiosaka-n.com

東大阪新聞チャンネル
好評放

映中 ６
月

７日  ゲスト ： 森雅声さん「詩吟のこころ」
 （キャスター ： 小川秀人記者）

14日  ゲスト ： 中尾暁子さん
　　　　「失敗しないパン作り」
 （キャスター ： 小野元裕社長）

21日  「カクテル」
 （キャスター ： 嶋津亮太記者）

28日  ゲスト ： 志村伊織さん
　　　　「ここまできたドローンビジネス」
 （石河亮平編集委員）

東大阪中央 ロータリーク　ラ　ブ　   第2085回例会　   第2085回例会
ゴスペル
指 導 者 カサンドラ・ピークさんが熱唱

共同開発

  一般社団法人災害避難研究所
マツモラ産業株式会社

ん
じ

き
び

「
人
引
車
」

災
害
時
対
応
の

こんな時の マツモラ健康塾開校のお知らせ
プログラムは毎月変わります。ぜひ毎回ご参加ください。

毎月第　 ・第　 土曜日 開催2 4

病気を引き起こす前に
予防を目的とした健康塾です

様々な参加型プログラム・測定を
お楽しみいただけます

糖尿病・痛風と高尿酸血症
花粉症・睡眠時無呼吸

認知症チェック・認知症予防パズル
脳の開発に役立つパズルなど盛りだくさん

〒581-0005  八尾市荘内町 2-2-36
TEL 072-925-3450　携帯 090-1020-2682

代表  松茂良 興治

必
需
品

大雨 洪水 津波 台風
14 時開講（16時終了予定）

マツモラ健康塾主催

八尾市文化会館
プリズムホール

八尾徳洲会
総合病院

エイブル

ゲオ八尾店 ソフトバンク

近鉄八尾駅

174174

桜ケ丘 2丁目

青山町

参
加
費

無 

料

さんぽうクリニックにて開催
※八尾徳洲会総合病院西側
　（青山通り沿い）

内
科・心
療
内
科・皮
膚
科

八
尾
市
荘
内
町
２―

２―

36

☎
０
７
２―

９
９
０―

５
３
３
１

（
八
尾
徳
洲
会
総
合
病
院
西
側
）

さ
ん
ぽ
う
ク
リ
ニッ
ク

院
長　
楊　

博
嗣

枚岡
～瓢箪山商店街めぐり

楽 し い お 店 紹 介 ― ⑦

三星堂

　

ジ
ン
ジ
ャ
モ
ー
ル
商

店
街
の
「
三
星
堂
」
は

自
然
派
が
売
り
物
の
パ

ン
工
房
だ
。
店
長
は
木

村
拓た

く

弥や

さ
ん
（
24
）。

通
称
キ
ム
タ
ク
と
呼
ん

で
欲
し
い
ら
し
い
。
お

隣
「
パ
ナ
ッ
ト
・
き
の

し
た
」
の
木
下
隆
之
社

長
。
社
長
の
四
男
坊
だ
。

　

店
の
設
立
は
５
年
前
、

当
時
の
営
業
店
舗
の
屋
号

を
そ
の
ま
ま
引
き
継
い

だ
。
拓
弥
さ
ん
は
８
年
前

の
東
日
本
大
震
災
の
折
、

近
く
の
精
肉
店
で
ア
ル
バ

イ
ト
を
し
て
い
た
が
、
漠

然
と
世
の
中
の
役
に
立
ち

た
い
気
持
ち
が
湧
い
て
き

た
。
飲
食
関
連
へ
の
興
味

が
あ
っ
た
こ
と
と
、
パ
ン

屋
さ
ん
は
幼
少
の
頃
か
ら

将
来
や
り
た
い
仕
事
だ
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
三
星
堂

2018・6・1

　

金
沢
駅
は
国
際
駅
の
よ
う
だ
っ
た
。
大

勢
の
外
国
人
観
光
客
が
「
ジ
ャ
パ
ン
・
レ

ー
ル
・
パ
ス
」
を
か
ざ
し
な
が
ら
北
陸
新

幹
線
の
改
札
を
出
て
く
る
。
東
京
か
ら
最

速
２
時
間
半
の
大
観
光
地
だ
。
今
回
の
旅

は
老
妻
の
リ
ク
エ
ス
ト
で
長
谷
川
等
伯
美

術
館
（
七
尾
市
）
を
訪
ね
、
１
駅
と
な
り
の
和
倉

温
泉
か
ら
、
ふ
た
昔
前
に
訪
れ
た
山
代
温
泉
と
永

平
寺
を
再
訪
す
る
も
の
だ
っ
た
。

　

山
代
温
泉
で
の
宿
は
温
泉
成
分
分
析
書
に
昭
和

28
年
（
１
９
５
３

年
）
と
記
さ
れ
て

い
る
か
ら
65
年
の

老
舗
旅
館
で
あ
る
。
吹
き
抜
け
の
中
２
階
に
あ
る

本
棚
に
は
、
は
し
ご
が
架
か
っ
て
お
り
、
昭
和
時

代
に
発
行
さ
れ
た
美
術
史
、
文
学
全
集
な
ど
重
厚

な
書
籍
が
び
っ
し
り
と
並
ぶ
。「
昭
和
の
図
書
だ

な
」
と
洒
落
な
が
ら
つ
ぶ
や
い
た
。

　

先
々
代
が「
時
間
を
過
ご
す
に
は
読
書
が
い
い
」

と
設
け
た
が
、
蔵
書
数
は
不
明
と
い
う
。
高
度
経

済
成
長
期
の
遺
物
で
あ
る
大
広
間
は
格
子
で
仕
切

っ
た
個
室
が
並
ぶ
ダ
イ
ニ
ン
グ
カ
フ
ェ
に
改
造
さ

れ
、
Ｂ
Ｇ
Ｍ
は
懐
か
し
の
ジ
ャ
ズ
曲
と
い
う
新
し

い
ス
タ
イ
ル
で
食
事
を
楽
し
ま
せ
る
。

　

永
平
寺
の
バ
ス
停
で
見
た
の
は
永
平
寺
町
、
福

井
県
、
産
業
技
術
総
合
研
究
所
な
ど
の
ラ
ベ
ル
が

貼
ら
れ
た
「
遠
隔
型
無
人
自
動
走
行
中
」「
ラ
ス

ト
マ
イ
ル
自
動
走
行
実
証
実
験
中
」
の
小
型
自
動

走
行
車
だ
っ
た
。
自
動
運
転
車
が
普
及
す
る
の
も

近
い
よ
う
だ
。

　

古
き
を
訪
ね
て
新
し
き
を
知
る
。
金
沢
駅
は
加

賀
百
万
石
の
雅み

や

び
さ
を
残
し
な
が
ら
国
際
駅
の

風
格
を
も
つ
。
山

代
の
宿
で
の
温
泉

と
読
書
と
昼
寝
は

至
福
の
ひ
と
時
だ
ろ
う
。
加
え
て
木
質
の
空
間
で

聴
く
音
色
に
は
薫
り
高
き
琥
珀
色
の
液
体
が
似
合

う
。
ウ
イ
ス
キ
ー
で
も
い
い
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ー
で
も

い
い
、
コ
ー
ヒ
ー
で
も
い
い
、
好
き
な
よ
う
に
過

ご
す
の
が
最
高
。
こ
の
気
ま
ま
さ
が
心
の
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
誘
う
。

　

山
奥
の
温
泉
宿
や
深
山
の
観
光
地
で
あ
っ
て
も

技
と
心
が
反
応
し
あ
っ
て
い
る
。
確
か
に
変
化
し

て
い
る
こ
と
を
実
感
し
た
旅
だ
っ
た
。

晴耕雨読

古
き
を
訪
ね
て

自
然
派
の
パ
ン
が
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト

い
る
。

　
「
自
然
派
」

左から木村拓弥さん、木村典子さん

　

東
大
阪
市
民
の
手
作
り

に
よ
る
「
東
大
阪
市
民
ふ

れ
あ
い
祭
り
」
が
今
年
で

41
回
目
を
迎
え
た
。
５
月

12
日
は
前
夜
祭
と
し
て
花

園
中
央
公
園
で
河
内
音
頭

お
よ
び
花
火
大
会
が
、
13

日
は
ふ
れ
あ
い
通
り
と
花

園
中
央
公
園
で
パ
レ
ー
ド

や
ダ
ン
ス
が
賑
や
か
に
行

わ
れ
た
が
、
笑
顔
が
絶
え

な
か
っ
た
。

　

２
日
目
の
13
日
は
生
憎

の
大
雨
に
見
舞
わ
れ
た
。

　

今
年
か
ら
は
、
東
大
阪

鴻
池
ジ
ャ
ズ
が
共
同
開
催

と
な
り
、
鴻
池
新
田
会

所
（
東
大
阪
市
鴻
池
元
町

２
―
30
）
ほ
か
７
カ
所

で
ジ
ャ
ズ
の
音
色
が
響

い
た
。
２
年
に
１
度
は

邦
楽
を
取
り
入
れ
て
お

り
、
今
年
が
そ
の
年
に

当
た
っ
た
。

　

12
日
に
鴻
池
新
田
会

所
で
井
上
整
憧
社
中
が

「
河
内
棟
上
祝
い
音
頭
」

な
ど
数
曲
を
披
露
。
玉

田
玉
秀
斎
さ
ん
に
よ
る

ジ
ャ
ズ
講
談
「
鴻
池
物

語
」
も
あ
り
、
参
加
者

を
楽
し
ま
せ
た
。

　4月 21日、八尾市生涯学習センターにて第 1回八尾市民大学
講座が開催された。第 1回講座のテーマは「地域社会とものづ
くり」、サブタイトルは「八尾市をロボット産業の生まれ故郷に
しよう」。講師は株式会社藤原電子工業社長・藤原義春さん（63）
が務めた。

社
員
の
中
か
ら
「
自
信
の
な
い
４
人
」
を
選

び
、
ロ
ボ
コ
ン
に
取
り
組
ま
せ
た
。
そ
の
結

果
は
、
な
ん
と
優
勝
！　

思
い
が
け
な
い
成

果
が
メ
ン
バ
ー
４
人
の
大
き

な
自
信
に
つ
な
が
っ
た
こ
と

　

東
大
阪
中
央
ロ
ー
タ
リ

ー
ク
ラ
ブ
（
宮
田
照
男
会

長
、
岩
﨑
史
郎
副
会
長
）

の
第
２
０
８
５
回
例
会
が

５
月
14
日
に
シ
ャ
ラ
ト
ン

都
ホ
テ
ル
大
阪
（
大
阪
市

天
王
寺
区
上
本
町
６
）
で

開
か
れ
た
。

　

宮
田
会
長
が
膝
の
手
術

で
欠
席
の
た
め
、
岩
﨑
副

会
長
が
会
長
挨
拶
を
行

い
、
京
セ
ラ
ド
ー
ム
・
ビ

ス
タ
ル
ー
ム
で
和
や
か
に

行
わ
れ
た
春
の
家
族
会
に

つ
い
て
触
れ
た
。

　

ゲ
ス
ト
と
し
て
シ
カ
ゴ

出
身
の
ゴ
ス
ペ
ル
指
導
者

カ
サ
ン
ド
ラ
・
ピ
ー
ク
さ

ん
が
参
加
し
、「
ム
ー
ン
・

リ
バ
ー
」
な
ど
５
曲
を
自

ら
ピ
ア
ノ
を
弾
き
な
が
ら

熱
唱
。
伸
び
や
か
な
歌
声

が
部
屋
に
響
き
わ
た
り
、

出
席
者
は
う
っ
と
り
と
聞

き
惚
れ
て
い
た
。

　

通
訳
は
ク
ロ
ス
プ
レ
イ

ス
（
東
大
阪
市
昭
和
町
22

―
12
）
の
牧
師
、
岩
橋
竜

介
幹
事
が
務
め
、
曲
紹
介

な
ど
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
浅
野
光
男
会
員

が
中
河
内
を
中
心
に
活
躍

す
る
ボ
ー
カ
リ
ス
ト
Ｏ
ｎ

ｏ 

Ａ
ｋ
ｉ
さ
ん
を
招
き
、

音
楽
家
同
士
の
交
流
の
場

面
も
あ
っ
た
。
共
通
の
友

人
が
お
り
、
話
に
花
が
咲

い
た
。

生きる力
B６判 175頁並製本

チェルノブイリ・フクシマ
インド・マダガスカルに学ぶ

小野山 充 著

ドニエプル出版（TEL 072-926-5134）

フリージャ
ーナリスト

新 
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東　　　 大　　　 阪 （２）（第 3 種郵便物認可） （新聞定価　月ぎめ 850円） 平成３０年６月１日（金）

　

大
日
本
プ
ロ
レ
ス
「
大

阪
サ
プ
ラ
イ
ズ
35
〜
千
年

の
轍
２
０
１
８
」
興
行
が

３
月
31
日
エ
デ
ィ
オ
ン
ア

リ
ー
ナ
大
阪
・
第
２
競
技

場
（
大
阪
市
中
央
区
難
波

中
３
）で
行
わ
れ
、グ
レ
ー

ト
小
鹿
選
手
が
第
２
試
合

に
登
場
し
た
。

　

１
９
６
２
年
11
月
力
道

山
の
日
本
プ
ロ
レ
ス
に
入

門
、
デ
ビ
ュ
ー
戦

は
翌
年
５
月
奈
良

市
あ
や
め
池
遊
園

地
で
相
手
は
マ
シ

オ
駒
。
ジ
ャ
イ
ア

ン
ト
馬
場
率
い
る

全
日
本
プ
ロ
レ
ス

で
も
活
躍
。
１
９

８
８
年
７
月
に
一

度
引
退
す
る
も
１

９
９
４
年
12
月
に
大
日
本

プ
ロ
レ
ス
を
設
立
し
翌
年

現
役
復
帰
を
果
た
す
。
大

日
本
プ
ロ
レ
ス
の
会
長
で

日
本
プ
ロ
レ
ス
の
生
き
証

人
で
も
あ
る
グ
レ
ー
ト
小

鹿
氏
に
自
身
の
プ
ロ
レ
ス

人
生
、
そ
し
て
師
匠
で
も

あ
る
昭
和
の
ス
ー
パ
ー

ヒ
ー
ロ
ー
力
道
山
の
こ
と

を
振
り
返
っ
て
も
ら
っ

た
。

　
〈
小
鹿
氏
は
北
海
道
函

館
市
出
身
、昭
和
17
年（
１

９
４
２
年
）
生
ま
れ
。
17

歳
の
時
に
埼
玉
県
川
口
市

に
い
た
叔
父
の
魚
屋
で
働

く
こ
と
を
決
意
。
バ
ス
に

乗
り
込
む
と
う
し
ろ
窓
か

ら
追
い
か
け
て
き
た
姉
の

姿
が
見
え
た
。
最
後
は
泣

き
な
が
ら
道
路
の
真
ん
中

で
座
り
込
だ
と
い
う
。
バ

ス
は
青
函
連
絡
船
の
待
合

室
に
着
き
そ
こ
で
人
生
を

大
き
く
変
え
る
出
会
い
が

待
っ
て
い
た
〉

　
「
こ
の
ま
ま
こ
こ
に
い

て
も
将
来
が
な
い
。（
金

を
儲
け
て
）
親
を
安
心
さ

せ
た
い
と
い
う
気
持
ち
だ

け
だ
っ
た
ね
。
最
初
３
等

に
乗
る
予
定
だ
っ
た
ん
だ

け
ど
タ
バ
コ
臭
く
て
ダ

メ
。
駅
員
さ
ん
に
１
０
０

円
出
し
た
ら
１
席
も
ら
え

て
待
合
室
に
入
れ
る
っ
て

言
わ
れ
て
そ
う
し
た
ん
だ

よ
。
そ
こ
に
元
横
綱
千
代

の
山（
九
重
親
方
）が
い
た
。

だ
か
ら
１
０
０
円
払
わ
な

か
っ
た
ら
千
代
の
山
と
は

会
っ
て
い
な
か
っ
た
ん
だ

よ
ね
」

　
〈
上
野
駅
で
叔
父
に
会

う
約
束
で
電
報
を
打
っ
て

い
た
小
鹿
少
年
は
桟
橋
の

待
合
室
で
ス
カ
ウ
ト
さ
れ

た
こ
と
で
、
魚
屋
で
は
な

く
相
撲
部
屋
へ
向
か
う
こ

と
に
な
る
〉

　
「
連
絡
船
で
は
寝
台
に

乗
っ
た
ら
ベ
ッ
ド
の
下
に

バ
ナ
ナ
や
メ
ロ
ン
の
箱
が

５
個
ほ
ど
あ
っ
て
ね
。
当

時
は
運
動
会
と
か
遠
足
と

か
に
な
っ
た
ら
オ
フ
ク
ロ

が
１
本
だ
け
持
た
せ
て
く

れ
た
ぐ
ら
い
し
か
食
っ
た

こ
と
な
か
っ
た
。
そ
の
バ

ナ
ナ
を
チ
ラ
ッ
と
見
た
ら

親
方
が
『
あ
ん
ち
ゃ
ん
、

バ
ナ
ナ
好
き
か
』。『
は

い
』、『
じ
ゃ
食
え
！
』。

40
本
近
く
食
べ
た
な
。

『
あ
ん
ち
ゃ
ん
よ
う
食
う

な
』 
っ
て
」 

＝
続
く
＝

リングに立つグレート小鹿さん

元気創造企業
株式会社  芦 田

最期の安心  自然・樹木葬

お客様にいかに喜んでいただけるか

経営理念を説く 株式会社つきまくり  社長　芦田 衞さん

力道山最後の弟子
グレート小鹿 さ　　ん
まだまだ健在 ― ①

医師 長尾和宏さん
「男の孤独死」「痛い在宅医」 同時出版

「男の孤独死」 「痛い在宅医」

グレート小鹿さん

出
っ
張
り
を
探
し
た
が
無
駄
だ
っ
た
。
ユ
ピ
ト
ー
は

苛
立
ち
を
隠
せ
な
か
っ
た
。
自
分
の
〝
思
い
付
き
〞

が
具
現
化
さ
れ
な
い
こ
と
に
対
す
る
嘆
き
で
あ
る
。

思
え
ば
、
今
だ
け
に
関
わ
ら
ず
〝
思
い
付
き
〞
が
形

に
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
山
の
よ
う
に
あ
っ
た
。
ど

ち
ら
か
と
い
う
と
、〝
思
い
付
い
た
〞
ば
か
り
に
う

ま
く
い
か
な
か
く
な
る
こ
と
の
方
が
多
か
っ
た
。

ユ
ピ
ト
ー
の
苛
立
ち
は
憂
い
へ
と
漸
次
的
移
行
を
見

せ
た
。
自
分
が
想
像
す
る
こ
と
が
全
て
泡
に
な
っ
て

消
え
る
か
の
よ
う
な
虚
し
さ
。
そ
の
偉
大
な
空
虚
が

ユ
ピ
ト
ー
の
全
身
を
支
配
し
た
。
ユ
ピ
ト
ー
の
身
体

は
小
刻
み
に
震
え
て
い
た
。
誰
か
に
助
け
て
も
ら
い

た
い
。
し
か
し
、
こ
の
姿
を
誰
か
に
見
ら
れ
る
こ
と

は
自
尊
心
が
許
さ
な
い
。
激
し
い
自
己
矛
盾
の
中
で

ユ
ピ
ト
ー
の
心
は
摩
耗
し
た
。

　

ふ
と
、
こ
の
場
所
に
来
る
時
に
開
け
た
扉
を
閉
め

た
か
ど
う
か
が
気
に
な
っ
た
。
ち
ゃ
ん
と
閉
め
た
よ

う
な
気
も
す
る
し
、
閉
め
て
い
な
い
よ
う
な
気
も
す

る
。
い
や
、
確
か
閉
め
て
い
な
か
っ
た
。
そ
う
だ
、

閉
め
て
い
な
い
は
ず
だ
。
閉
め
な
け
れ
ば
。
そ
う
、

閉
め
な
け
れ
ば
母
親
に
殴
ら
れ
る
。
ユ
ピ
ト
ー
は
焦

っ
た
。
時
間
が
な
い
と
い
う
の
に
、
と
ん
だ
ロ
ス
を

犯
し
て
し
ま
っ
た
。
早
く
扉
を
閉
め
に
戻
ら
な
け
れ

ば
い
け
な
い
。
強
迫
観
念
に
近
い
衝
動
で
ユ
ピ
ト
ー

は
先
ほ
ど
と
は
反
対
方
向

へ
歩
み
出
し
た
。

　

気
の
せ
い
か
、
足
音
は

先
ほ
ど
よ
り
も
音
響
効
果

を
失
っ
て
い
た
。
遥
か
数

百
メ
ー
ト
ル
先
に
白
い
光

が
見
え
る
。
そ
こ
へ
向
け

て
ユ
ピ
ト
ー
は
駆
け
出
し

た
。
や
っ
ぱ
り
そ
う
だ
。

扉
が
開
い
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
あ
の

白
い
光
が
入
口
だ
。
外
の
明
か
り
が
中
へ
差
し
込
ん

で
い
る
。
早
い
段
階
で
気
が
付
い
て
よ
か
っ
た
。
母

親
に
こ
っ
ぴ
ど
く
絞
ら
れ
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
。

　

入
口
へ
近
づ
く
に
従
っ
て
湿
度
は
低
く
な
っ
て
い

っ
た
。
日
常
に
近
い
感
覚
だ
。
し
か
し
、
い
つ
の
間

に
こ
ん
な
に
歩
い
た
の
だ
ろ
う
と
疑
問
に
思
っ
た
。

ユ
ピ
ト
ー
が
体
感
し
て
い
た
よ
り
も
随
分
と
歩
い
て

い
た
よ
う
だ
。

　
「
あ
の
、
大
丈
夫
で
す
か
？
」

　

声
が
聴
こ
え
る
。
こ
の
洞
窟
の
外
か
ら
だ
ろ
う
。

少
し
ず
つ
白
い
光
が
近
づ
い
て
き
た
。

　
「
大
丈
夫
で
す
か
？　

あ
の
、
大
丈
夫
で
す
か
？
」

広
い
光
が
近
づ
く
に
つ
れ
て
輝
き
が
増
し
て
く
る
の

が
分
か
る
。
眩
し
い
。
ユ
ピ
ト
ー
は
目
を
細
め
た
。

も
う
少
し
で
光
に
手
が
触
れ
そ
う
に
な
っ
た
時
、
視

界
に
別
の
映
像
が
映
っ
た
。

　
「
あ
の
、
大
丈
夫
で
す
か
？
」

　

視
線
を
上
げ
る
と
マ
ス
タ
ー
が
翔
平
を
見

て
い
た
。
呆
気
に
と
ら
れ
た
翔
平
の
表
情
を

見
て
、
マ
ス
タ
ー
は
不
敵
な
笑
み
を
浮
か
べ

た
。

　
「
随
分
と
効
い
た
み
た
い
で
す
ね
。
チ
ェ

イ
サ
ー
を
ご
用
意
し
ま
し
ょ
う
か
？
」

　

翔
平
は
何
が
起
き
た
の
か
分
か
ら
な
か
っ

た
。

　

鐘
の
音
が
聴
こ
え
る
。
高
音
の
余
韻
が
夕
暮
れ
に

一
本
の
横
線
を
引
い
た
。
消
え
る
か
、
消
え
な
い
か

の
と
こ
ろ
で
無
色
透
明
の
網
目
に
変
わ
っ
て
空
気
中

に
溶
け
込
ん
で
い
っ
た
。
鐘
の
音
が
鳴
る
前
と
そ
の

後
で
は
静
寂
と
寂
寞
の
違
い
が
あ
っ
た
。
鐘
の
音
は

精
神
を
不
安
に
さ
せ
る
。

　

木
造
の
扉
、
玄
く
く
す
ん
だ
取
っ
手
に
手
を
か
け

る
と
西
日
の
ぬ
く
も
り
が
伝
わ
っ
た
。
右
に
滑
ら
せ

る
と
内
側
の
凸
凹
が
平
坦
に
な
り
、
扉
が
開
い
た
。

ユ
ピ
ト
ー
は
表
面
上
で
は
落
ち
着
い
た
態
度
を
装
っ

て
い
た
が
、
内
心
は
ひ
ど
く
焦
燥
し
て
い
た
。
時
間

ま
で
に
家
に
辿
り
着
か
な
け
れ
ば
、
家
を
空
け
て
外

出
し
て
い
た
こ
と
が
母
と
妹
に
バ
レ
て
し
ま
う
。
妹

は
ま
だ
大
丈
夫
か
も
し
れ
な
い
。
片
側
の
口
を
歪
ま

せ
て
意
味
深
に
微
笑
む
だ
ろ
う
。「
家
を
空
け
る
と

4

4

4

4

4

4

い
う
こ
と
が
何
を
意
味
す
る
か
分
か
ら
な
い
は
ず
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

な
い
だ
ろ
う

4

4

4

4

4

」。
言
葉
に
は
出
さ
ず
、
そ
の
不
敵
な

微
笑
だ
け
で
そ
れ
を
表
わ
す
だ
ろ
う
。問
題
は
母
だ
。

母
は
怒
り
狂
っ
て
、
目
の
前
に
あ
る
モ
ノ
を
右
手
で

掴
み
、
自
分
も
こ
と
を
め
が
け
て
力
い
っ
ぱ
い
投
げ

つ
け
る
に
違
い
な
い
（
そ
れ
が
高
価
な
も
の
で
あ
る

か
、
安
価
な
日
用
品
で
あ
る
か
は
関
係
な
く
、
ま
ず

先
に
目
に
入
っ
た
モ
ノ
を
投
げ
つ
け
る
だ
ろ
う
）。

相
手
に
致
命
傷
を
負
わ
せ
て
な
お
、
何
か
適
当
な
長

さ
と
重
さ
の
モ
ノ
（
彼
女

の
手
の
ひ
ら
に
収
ま
り
や

す
い
グ
リ
ッ
プ
の
モ
ノ
、

例
え
ば
キ
ャ
ン
ド
ル
ス
タ

ン
ド
な
ど
）
を
振
り
下
ろ

し
、
幾
度
と
な
く
叩
き
つ

け
る
だ
ろ
う
。

　

ユ
ピ
ト
ー
は
そ
れ
を
想

像
し
た
だ
け
で
背
中
が
じ

ん
わ
り
と
冷
た
く
な
っ
た
。
急
い
で
扉
の
中
へ
入
る

と
、
左
右
二
手
に
道
は
分
か
れ
て
い
た
。
ユ
ピ
ト
ー

は
迷
う
こ
と
な
く
右
を
選
ん
だ
。
革
靴
が
地
面
を
叩

く
音
が
響
く
。
気
が
急
い
て
い
る
た
め
、
自
然
と
足

早
に
な
る
。
石
に
革
靴
が
ぶ
つ
か
る
音
は
リ
ズ
ミ
カ

ル
だ
っ
た
。
そ
し
て
、
後
か
ら
遅
れ
る
よ
う
に
し
て

共
鳴
し
た
音
が
鼓
膜
へ
と
届
い
た
。
こ
の
響
き
方
は

異
常
だ
。
ま
る
で
エ
フ
ェ
ク
タ
ー
を
使
用
し
た
よ
う

な
気
韻
を
感
じ
る
。
あ
ま
り
に
も
音
の
輪
郭
が
く
っ

き
り
と
し
過
ぎ
て
い
る
。
ユ
ピ
ト
ー
は
今
自
分
が
歩

い
て
い
る
場
所
が
洞
窟
で
あ
る
こ
と
に
気
付
い
た
。

そ
れ
が
分
か
る
と
、
周
囲
に
立
ち
こ
め
た
じ
め
っ
と

し
た
空
気
を
気
に
留
め
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。

湿
度
の
高
さ
は
洞
窟
に
よ
る
効
果
な
の
だ
ろ
う
。

　

視
界
は
だ
ん
だ
ん
暗
く
な
っ
て
い
く
。
頬
に
何
か

冷
た
い
も
の
を
感
じ
た
。
手
で
拭
う
。
水
だ
。
天
井

の
そ
こ
か
し
こ
か
ら
雫
が
落
ち
て
い
る
。
そ
れ
ら
は

〝
ぴ
ち
ょ
ん
、
ぴ
ち
ょ
ん
〞
と
軽
や
か
で
涼
し
気
な

音
色
を
奏
で
、
洞
窟
中
に
反
響
し
た
。
闇
の
中
の
よ

う
で
、辺
り
は
ア
ク
ア
ブ
ル
ー
に
色
づ
い
て
見
え
た
。

海
月
が
浮
遊
す
る
よ
う
に
、
そ
の
発
色
す
る
青
い
光

は
揺
ら
ぎ
な
が
ら
ユ
ピ
ト
ー
を
照
ら
し
た
。

「
し
ば
ら
く
こ
の
場
所
に
い
た
い
」

　

ど
う
に
か
腰
を
掛
け
て
そ
の
宙
に
揺
蕩
う
青
い
光

を
眺
め
よ
う
と
、
適
当
な
石
の
出
っ
張
り
を
探
し
た

が
な
か
な
か
見
当
た
ら
な
い
。
さ
っ
き
ま
で
、
探
す

ま
で
も
な
く
辺
り
に
深
成
岩
の
よ
う
な
マ
グ
マ
の
成

れ
の
果
て
が
視
界
に
広
が
っ
て
い
た
の
に
、
そ
れ
を

欲
す
る
と
な
っ
た
瞬
間
、
見
当
た
ら
な
く
な
っ
た
。

歩
く
速
度
を
緩
め
な
が
ら
し
ば
ら
く
適
当
な
岩
石
の

河
内
の
カ
フ
カ嶋津 

亮
太

（
八
尾
市
在
住
の
小
説
家
）

連 載

小 説

―⑰―

次
号
（
７
月
15
日
付
）
に
続
く

河内のカフカ

　

ワ
ー
ン
・
ツ
ー
・
ス
リ
ー
！
「
６
分
10
秒
、
グ
レ
ー

ト
小
鹿
組
の
勝
ち
‼ 
」。
リ
ン
グ
ア
ナ
ウ
ン
ス
の
後
レ

フ
リ
ー
の
フ
ラ
ン
ク
篤
が
高
々
と
グ
レ
ー
ト
小
鹿
の
手

を
上
げ
た
。
８
人
タ
ッ
グ
マ
ッ
チ
20
分
一
本
勝
負
、
相

手
レ
ス
ラ
ー
、
バ
ラ
モ
ン
ケ
イ
選
手
に
覆
い
か
ぶ
さ
り

体
固
め
で
ピ
ン
フ
ォ
ー
ル
を
奪
っ
た
グ
レ
ー
ト
小
鹿
選

手
、
御
年
75
歳
。
力
道
山
最
後
の
弟
子
で
今
な
お
リ
ン

グ
に
立
ち
続
け
て
い
る
。 

（
中
野
善
典
）

　

京
阪
守
口
市
駅
前
か
ら
タ
ク
シ
ー
で
訪

問
。「
運
転
手
は
一
発
で
芦
田
ま
で
来
ま

し
た
か
」
と
聞
か
れ
た
。
社
名
の
認
知
度

１
０
０
％
を
目
指
し
て
い
る
と
開
口
一

番
。
名
刺
交
換
で
は
「
愛
す
べ
き
２
代
目

の
ア
ホ
ぼ
ん
で
す
」
と
笑
い
を
取
る
。

　

１
９
６
９
年
に
父
が
始
め
た
エ
ク
ス
テ

リ
ア
商
材
な
ど
の
販
売
・
施
行
会
社
を
２

代
目
・
衞
氏
が
39
歳
の
時
に
、
絵
に
書
い

た
よ
う
に
す
ん
な
り
と
引
き
継
い
だ
。
そ

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
。小
学
校
の
時「
将

来
、
何
に
な
り
た
い
か
」
の
作
文
で
「
父

の
様
に
な
り
た
い
」
と
綴
っ
た
の
が
、「
そ

の
ま
ま
、そ
の
通
り
に
な
っ
た
」
と
話
す
。

エ
ク
ス
テ
リ
ア
に
目
覚
め
た
の
は
15
、
16

歳
の
頃
だ
っ
た
。「
大
学
生
に
な
り
た
い
」

と
の
一
心
か
ら
大
阪
芸
術
大
学
芸
術
学
部

を
受
験
。「
リ
ン
ゴ
と
バ
ナ
ナ
」
を
自
由

に
置
い
て
デ
ッ
サ
ン
を
し
た
が
「
ま
と
も

に
絵
を
描
い
た
の
は
こ
の
時
が
初
め
て
、

そ
れ
が
入
学
試
験
だ
っ
た
」
と
回
顧
し
な

が
ら
、「
都
市
・
住
・
地
域
の
計
画
を
学

ぶ
環
境
計
画
科
は
仕
事
に
役
立
っ
て
い

る
」
と
述
べ
た
。

　

父
か
ら
「
家
業
を
継
ぐ
の
で
あ
れ
ば
一

旦
、
外
へ
出
て
か
ら
だ
」
と
厳
命
さ
れ
、

21
歳
か
ら
埼
玉
県
朝
霞
市
の
エ
ク
ス
テ
リ

ア
問
屋
で
丁
稚
奉
公
。
25
歳
で
株
式
会
社

芦
田
に
入
社
し
た
。

　

最
近
の
戸
建
て

住
宅
に
は
、
コ
ス

ト
削
減
の
た
め
か

門
扉
や
フ
エ
ン
ス

も
な
く
無
防
備
さ

が
目
立
つ
こ
と
に

対
し
て
芦
田
さ
ん

は
「
外
構
工
事
は

寄
生
虫
業
界
と
も

い
わ
れ
親
会
社
か

ら
予
算
を
削
ら
れ

安
全
・
安
心
ま
で

カ
ッ
ト
さ
れ
た
〝
ス
ト
リ
ッ

プ
〞
外
構
」
と
嘆
く
。「
英

国
で
は
タ
ウ
ン
キ
ー
パ
ー
と

い
う
公
共
の
仕
事
が
役
所
に

あ
り
、
ハ
ン
ギ
ン
グ
・
バ
ス

ケ
ッ
ト
や
植
栽
な
ど
で
街
並

み
が
美
し
く
保
た
れ
て
い
ま

す
。
サ
ザ
エ
さ
ん
の
庭
を
想

像
し
て
く
だ
さ
い
。
縁
側
で

タ
マ
と
一
緒
に
座
っ
て
い
る

風
景
、
お
隣
と
声
を
掛
け

あ
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
で
防

犯
は
充
分
で
す
」
と
エ
ク
ス

テ
リ
ア
業
界
が
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
立

ち
上
が
っ
て
い
る
と
明
か
し
た
。

　

取
材
を
し
て
い
る
会
議
室
の
横
の
部
屋

に
は
シ
ロ
ク
マ
や
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
、
ブ
ル

ド
ッ
グ
が
興
味
気
に
こ
ち
ら
を
見
つ
め
て

い
る
⁉ 　
「
こ
れ
は
ガ
ー
デ
ン
や
店
舗
を

演
出
す
る
ア
ニ
マ
ル
・
リ
ア
ル
デ
ィ
ス
プ

レ
イ
で
、
簡
単
に
動
物
園
が
で
き
ま
す
」

と
説
明
を
受
け
る
。
そ
れ
以
外
に
も
ガ
ー

ゴ
イ
ル
な
ど
も
あ
り
米
国
Ｍ
―
Ｃ
Ｌ
Ａ
Ｓ

Ｓ
の
販
売
代
理
店
だ
と
分
か
っ
た
。

　

き
っ
か
け
に
つ
い
て
「
お
客
様
に
い
か

に
し
て
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
か
を
考
え
て

い
た
」
こ
と
か
ら
情
報
が
入
り
、
こ
れ
だ 

と
即
断
し
た
。
幼
稚
園
や
小
児
科
、
複
合

商
業
施
設
な
ど
の
納
入
実
績
が
あ
る
。

　
「
面
白
い
！
」
と
と
ら
え
る
感
性
は
絵

心
と
商
売
魂
の
化
学
反
応
に
よ
る
も
の
だ

ろ
う
。
直
近
の
業
績
は
グ
ル
ー
プ
18
人
、

年
商
11
・
５
億
円
。

　

更
に
、
芦
田
さ
ん
が
力
を
入
れ
て
い
る

の
が
利
他
精
神
に
裏
付
け
さ
れ
た
社
会

貢
献
活
動
と
企
業
の
社
会
的
責
任
で
あ

る
。
愉
快
な
ネ
ー
ミ
ン
グ
の
株
式
会
社 

つ
き
ま
く
り
の
社
長
も
務
め
、
名
刺
に
は

「
小
さ
な
会
社
の
経
営
理
念
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
」と
あ
る
。
経
営
理
念
の
宣
教
師
だ
。

会
社
経
営
に
は
経
営
理
念
が
最
も
大
切
だ

と
い
う
こ
と
を
実
体
得
か
ら
知
り
、
人
生

経
験
で
は
重
病
克
服
や
縁
を
通
じ
て
他
者

か
ら
教
え
ら
れ
学
ん
だ
。
こ
れ
ら
を
体
系

化
し
て
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
活
動
を
行
っ

て
い
る
。

　
「
有
言
即
行
」「
家
業
か
ら
企
業
へ
」「
企

業
に
な
れ
ば
公
器
」「
社
員
の
幸
せ
と
は
」

を
説
く
。
講
演
や
執
筆
の
他
に
、
大
阪
都

島
区
倫
理
法
人
会
の
相
談
役
を
務
め
る
な

ど
、
芦
田
衞
と
い
う
異
才
・
異
能
の
人
は

強
運
に
し
て
意
気
軒
高
だ
。

 

（
石
河
亮
平
）　

　
「
春
の
嵐
」
と
云
わ
れ
て
い
た
天
気
が
持
ち
直
し
、

第
９
回
自
然
葬
「
み
の
り
」
合
同
慰
霊
祭
（
み
の
り
祭

り
）
が
、
４
月
14
日
に
八
尾
市
山
畑
の
法
浄
霊
園
で
壮

麗
に
開
催
さ
れ
た
。

　

遺
骨
を
自
然
の
大
地
に
還
し
、
石
碑
の
墓
標
代
わ
り

に
、
自
生
す
る
桜
や
モ
ミ
ジ
や
百
日
紅
の
花
木
の
下
に

埋
葬
す
る
「
自
然
・
樹
木
葬
」
は
、
永
代
に
わ
た
っ
て

亡
き
人
を
弔
う
「
最
期
の
安
心
」
を
引
き
受
け
る
葬
送

と
し
て
、
最
近
、
多
く
の
方
々
の
関
心
を
寄
せ
て
い
る
。

　

主
催
寺
で
あ
る
日
宝
寺
の
僧
侶
ら
に
よ
る
読
経
が
自

然
の
中
に
響
き
渡
る
。

　

小
西
法
明
住
職
が
「
私
た
ち
が
〝
あ
っ
〞
と
驚
く
ほ

ど
見
と
れ
て
し
ま
う
、
ど
ん
な
に
美
し
い
花
で
も
、
そ

こ
に
は
必
ず
〝
土
〞
が
あ
り
ま
す
。
見
え
な
い
け
れ

ど
、
そ
の
〝
土
〞
か
ら
養
分
や
水
分
を
得
て
、 

見
事
な

花
に
な
る
の
で
す
。
こ
こ
に
埋
葬
さ
れ
た
方
々
は
、
そ

の
〝
ふ
か
ふ
か
な
土
〞
に
抱
か
れ
て
眠
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
か
ら
花
が
咲
き
、
蝶
が
舞
い
、
昆
虫
が
動
き
ま
す
。

見
え
な
い
〝
土
〞
に
見
え
な
い
〝
お
か
げ
さ
ま
〞
を
い

つ
も
意
識
し
て
元
気
に
生
き
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
、

「
ほ
っ
こ
り
法
話
」
で
結
ん
だ
。

　平穏死のすすめを訴え
る医師、長尾和宏さんが
昨年12月に同時出版し
た２冊「男の孤独死」「痛
い在宅医」（どちらもブッ

クマン社刊、定価1,404円・税込み）が
話題になっている。前者は孤独死の７
割が男性という事実を踏まえた上で、
そのリスクは50代から始まっていること
を指摘。後者は在宅医療の光と陰を描く本
邦初のドキュメンタリー。
　日本人の死生観を大きく揺さぶるこの２
冊を読めば、生き方そのものを見直さずに
はおれない。

日
本
人
の
死
生
観
を
大
き
く
揺
さ
ぶ
る

〒
５
７
０
―
０
０
４
３

守
口
市
南
寺
東
通
３
―
９
―
21

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
６
―
６
９
９
７
―
２
２
２
２

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
６
―
６
９
９
６
―
５
５
７
７

株
式
会
社
　
芦
田

　インテリアに対してエクステリ
アがある。建物の外回りや周辺域
のフエンス、門扉、垣などの屋外
構造物や植栽の総称をエクステリ
アという。いわゆる外構だ。イン
テリアと同じように、美しくデザ
インし大切にあつかうことが個人
のみならず公共の場においても重
要で、その地域の美観と治安にも
役立つ。このような社会性をこめ
てエクステリア事業を展開してい
る株式会社芦田（守口市南寺方東
通 3-9-21）の社長・芦田衞さん（53）
を訪ねた。

アニマルに囲まれる芦田衞さん

第
９
回 

自
然
葬 「
み
の
り
」 合
同
慰
霊
祭

読経が自然の中に響き渡る
話題の

本 広
域



東　　　 大　　　 阪（３） （昭和29年４月24日　第 3 種郵便物認可） 毎月１日・ 15日発行平成３０年６月１日（金）

大
転
換
の
時
代
│
つ
ね
に
活
路
あ
り
│

動
車
教
習
所
は
ド
ロ
ー
ン

ビ
ジ
ネ
ス
参
入
へ
の
強
み

を
持
つ
こ
と
か
ら
優
位
性

を
活
用
す
べ
き
だ
と
述

べ
、
国
交
省
へ
の
登
録
手

続
き
や
経
営
数
値
な
ど
を

解
説
し
た
。

　

志
村
伊
織
理
事
長
（
39
）

は
「
当
協
会
は
国
土
交
通

省
の
管
理
団
体
と
し
て
２

月
に
登
録
さ
れ
た
。
同
省

の
Ｈ
Ｐ
に
は
全
国
で
15
件

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
難

し
い
の
で
そ
う
簡
単
に
は

増
え
な
い
」
と
見
立
て

た
。
志
村
氏
は
パ
イ
ロ
ッ

ト
（
Ｊ
Ｃ
Ａ
Ｂ
自
家
用
操

縦
士
）
で
あ
る
こ
と
か
ら

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
や
教

材
作
り
な
ど
に
お
い
て
国

交
省
か
ら
「
完
璧
で
す
」

と
お
墨
付
き
を
得
て
い
る

と
胸
を
張
る
。「
今
が
チ
ャ

ン
ス
、
自
動
車
教
習
所
に

は
飛
ば
す
場
所
が
あ
り
、

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
い

る
こ
と
か
ら
、
ド
ロ
ー
ン

ス
ク
ー
ル
を
作
く
れ
ば
よ

い
」
と
強
調
。
セ
ミ
ナ
ー

に
参
加
し
た
高
知
自
動
車

学
校
の
副
管
理
者
・
谷
岡

一
博
さ
ん
（
54
）
は
「
何

か
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
を
考

え
ね
ば
な
ら
な
い
環
境
に

あ
る
。
ラ
イ
セ
ン
ス
取
得

す
る
。
今
で
し
ょ
う
！
」

と
意
気
込
む
。

　

ド
ロ
ー
ン
ブ
ー
ム
は

「
改
正
航
空
法
」
施
行
や

国
土
交
通
省
が
全
国
の
橋

梁
70
万
の
定
期
点
検
を
打

ち
出
し
た
影
響
も
大
き

い
。
ド
ロ
ー
ン
の
活
用
方

法
と
し
て
災
害
時
の
危
険

場
所
の
把
握
、
気
象
・
環

境
デ
ー
タ
の
収
集
、
鳥
獣

害
対
策
な
ど
多
岐
に
わ
た

る
。
一
方
、
技
術
的
に
も

「
落
ち
な
い
安
全
性
」
の

確
保
と
し
て
、
バ
ッ
テ

リ
ー
容
量
を
自
動
検
知
し

基
地
に
戻
る
よ
う
に
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
し
た
も

の
や
、
墜
落
時
に
パ
ラ

シ
ュ
ー
ト
が
開
く
な
ど
進

化
し
た
が
、
１
０
０
％
安

全
と
は
言
え
な
い
。
最
も

心
配
な
こ
と
は
ド
ロ
ー
ン

の
操
縦
不
能
に
よ
る
、
予

定
外
の
ル
ー
ト
や
空
域
に

飛
ん
で
行
っ
て
し
ま
う

「
フ
ラ
イ
・
ア
ウ
ェ
イ
」

だ
が
、
研
究
は
進
ん
で
い

る
。
政
府
は
18
〜
19
年
度

に
、
離
島
や
山
間
部
で
荷

物
配
送
を
定
着
さ
せ
、
20

年
代
に
都
市
部
で
本
格
的

に
物
流
に
活
用
す
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
る
。

　

法
整
備
が
進
み
社
会
実

験
も
多
角
的
に
行
わ
れ
て

い
る
。
ラ
ク
ビ
ー
Ｗ
杯
、

Ｇ
20
サ
ミ
ッ
ト
、
東
京
五

輪
、
大
阪
万
博
な
ど
の
大

型
国
際
イ
ベ
ン
ト
も
あ

決
意
が
語
ら
れ
た
。

　
「
み
せ
る
ば
や
お
」
は

さ
ら
に
、
集
ま
っ
た
企
業

同
士
で
「
こ
ん
な
風
に
子

ど
も
た
ち
に
伝
え
た
い
」

「
も
っ
と
ワ
ク
ワ
ク
さ
せ

る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い

い
か
」
な
ど

を
話
し
合
っ

て
い
る
う
ち

に
、
自
分
た

ち
の
思
い
を

語
り
合
い
、

仲
間
同
士
が

魅
了
し
あ

う
。

　

企
業
同
士

の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン

が
自
然
と
生

ま
れ
る
こ
と

が
期
待
さ
れ

て
い
る
。

　
「
み
せ
る

ば
や
お
」
で

所
に
し
よ
う
と

は
、
今
後
と
も
地

域
の
中
小
企
業
の

参
加
を
求
め
て
い

る
。

　

オ
ー
プ
ン
は
今

年
８
月
８
日
の
予

定
だ
。

　

贈
与
税
と
は
、
相
続
税
の
補
完
税
と
し

て
の
意
味
が
あ
り
ま
す
。
も
し
贈
与
税
が

な
か
っ
た
ら
、
生
前
に
す
べ
て
の
財
産
を

贈
与
し
て
お
け
ば
税
金
（
相
続
税
）
が
か

か
ら
な
い
か
ら
で

す
。
ま
た
贈
与
税

は
１
月
１
日
か
ら

12
月
31
日
と
い
う

暦
年
を
課
税
の
単

位
と
し
て
い
る
と

こ
ろ
は
所
得
税
と

同
じ
で
す
。
ま
た

申
告
の
期
限
も
翌

年
の
３
月
15
日
ま

で
と
同
じ
で
す
。

　

贈
与
税
の
計
算

構
造
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
と
申
し
ま
す

と
、
も
ら
っ
た
財
産
の
価
額
か
ら
基
礎
控

除
額
で
あ
る
１
１
０
万
円
を
控
除
し
た
金

額
に
税
率
を
か
け
て
納
め
ま
す
。
税
率
は

累
進
に
な
っ
て
お
り
、
結
構
高
い
の
が
贈

与
税
の
特
徴
で
す
。
難
し
い
の
は
現
金
で

あ
れ
ば
財
産
の
価
額
は
誰
で
も
わ
か
り

ま
す
が
、
土
地
や
建
物
等
の
場
合
、
そ

の
財
産
は
い
く
ら
に
な

る
か
と
い
う
と
こ
ろ
が

厄
介
な
の
で
す
。
い
わ

ゆ
る
時
価
を
も
っ
て
財

産
の
価
額
と
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
の
で
す

が
、
時
価
が
い
く
ら
な

の
か
わ
か
ら
な
い
か
ら

困
る
の
で
す
。
相
続
税

や
贈
与
税
は
、
相
続
税

評
価
額
を
も
っ
て
時
価

と
し
て
よ
い
と
な
っ
て

い
る
の
で
す
が
、
事
実
と
合
致
す
る
か
と

い
う
と
合
わ
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
だ
い
た
い
は
時
価
の
70
％
が

固
定
資
産
税
評
価
額
で
、
80
％
が
相
続
税

評
価
額
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ

こ
が
本
当
に
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

贈
与
税
は
も
ら
っ
た
方
に
か
か
る
税
金

で
す
。
そ
れ
は
一
対
一
で
計
算
す
る
の
で

は
な
く
、
そ
の
年
に
も
ら
っ
た
財
産
を
全

て
合
算
し
ま
す
。
例
え
ば
、
父
か
ら
現
金

１
０
０
万
円
、
祖
父
か
ら
現
金
２
０
０
万

円
を
も
ら
っ
た
と
し
ま
す
と
、
両
方
合
わ

せ
た
３
０
０
万
円
を
も
ら
っ
た
と
し
て
申

告
を
す
る
の
で
す
。
そ
こ
か
ら
基
礎
控
除

額
の
１
１
０
万
円
を
控
除
し
ま
す
の
で
、

父
と
祖
父
と
そ
れ
ぞ
れ
１
１
０
万
円
を
控

除
で
き
る
の
で
は
な
い
の
で
す
。
そ
し
て

納
税
は
、
も
ら
っ
た
人
が
す
る
も
の
で
、

あ
げ
た
人
が
納
税
し
ま
す
と
、
そ
れ
も
贈

与
税
の
対
象
に
な
る
の
で
注
意
が
必
要
で

す
。

　

あ
げ
る
人
は
贈
与
税
が
支
払
え
る
よ
う

に
考
え
て
贈
与
す
る
こ
と
も
考
え
て
お
か

な
い
と
な
り
ま
せ
ん
。

笑う笑う
税理士

贈与による相続対策③
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税理士 上西　知

　

５
月
８
日
、
リ
ノ
ア
ス
８
階
（
八
尾
市
光
町
２
）

に
て
「
み
せ
る
ば
や
お
」
設
立
総
会
が
開
か
れ
た
。

集
ま
っ
た
の
は
八
尾
市
内
の
も
の
づ
く
り
企
業
30
社

あ
ま
り
。
企
業
者
み
ず
か
ら
、「
も
の
づ
く
り
の
魂
を

次
世
代
に
紡
ぐ
た
め
」「
地
域
の
魅
力
を
子
ど
も
た
ち

に
伝
え
る
た
め
」
に
参
集
。

　

会
場
と
な
っ
た
リ
ノ
ア
ス
８
階
は
前
の
西
武
八
尾

店
の
催
し
物
会
場
で
あ
る
。

み
せ
る
ば
や
お 

設
立
総
会
開
催

　

総
会
で
藤
原

義
春
氏
（
株
式

会
社
藤
原
電
子

工
業
社
長
）
が

代
表
理
事
に
選

出
さ
れ
た
。
あ

わ
せ
て
副
代
表

理
事
に
太
田
泰

造
氏
（
錦
城

護
謨
株
式
会
社

社
長
）、
理
事

に
木
村
祥
一
郎

氏
（
木
村
石
鹸

工
業
株
式
会
社

社
長
）、
友
安

啓
則
氏
（
友
安

製
作
所
社
長
）、

谷
元
享
氏
（
谷

元
フ
ス
マ
工
飾
株
式
会
社

社
長
）、
会
計
に
中
田
寛
氏

（
株
式
会
社
中
田
製
作
所
社

長
）
が
役
員
と
し
て
選
出

さ
れ
た
。
八
尾
市
は
特
別

会
員
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
み
せ
る
ば
や
お
」
は
、

経
営
者
た
ち
の
「
本
気
の

夢
と
思
い
」
が
込
め
ら
れ

た
体
験
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
通
し
て
、
ワ
ク
ワ
ク
し

た
経
営
者
の
姿
を
子
ど
も

た
ち
に
見
せ
る
こ
と
で
、

子
ど
も
た
ち
が
「
面
白

い
！
」「
大
き
く
な
っ
た

ら
あ
ん
な
風
に
や
っ
て
み

た
い
！
」
と
思
っ
て
く
れ

る
よ
う
な
熱
気
溢
れ
る
場

　災害や建設現場などの状況、世界遺産や
自然界などの景観、イベント会場の様子な
ど、至近距離で鮮明な空撮映像を見ること
が増えた。ドローンは、測量や空中撮影、
橋梁、空港、高速道路、高圧電線などのイ
ンフラ施設の点検・修理などで使われ、メ
ディア、航空・鉄道、物流、デベロッパー
などの事業者によるドローンビジネス参入
が加速している。
　しかし誰でもが操縦できるわけではな
い。そんな中、国土交通省認定の一般社団
法人無人航空機操縦士養成協会（志村伊織
理事長＝大阪市中央区南本町）は４月 17
日午後、同協会会議室にて自動車教習所を
対象にした「ドローンビジネス」スタート
アップセミナーを開いた。
　北海道から九州まで経営幹部ら 15 人が
参加。今後も引き続き開催する予定。

協会事務局
〒541－0054　
大阪市中央区南本町４丁目５－７
東亜ビル　株式会社いろえんぴつ内
TEL06－4963－3788
FAX06－6241－2016
ドローンポート福知山
京都府福知山市字大内1199－１
TEL0773－45̶8601
FAX0773̶20－2016

一般社団法人無人航空機操縦士養成協会

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
ド
ロ
ー

ン
ビ
ジ
ネ
ス
の
現
状
に
続

き
、
実
際
に
ド
ロ
ー
ン
を

飛
ば
し
操
縦
技
術
や
認
可

手
続
、
初
期
投
資
額
な
ど

具
体
的
な
説
明
が
行
わ
れ

た
。

　

笠
本
義
嗣
理
事
（
77
）

は
「
２
０
１
５
年
12
月
の

改
正
航
空
法
の
施
行
で
２

０
１
６
年
は
〝
ド
ロ
ー
ン

ビ
ジ
ネ
ス
元
年
〞
と
な
っ

た
。
ド
ロ
ー
ン
の
市
場
は

17
年
度
の
５
３
３
億
円
か

ら
22
年
度
は
２
、
１
１
６

億
円
と
予
想
さ
れ
、
15
兆

円
産
業
と
の
試
算
も
あ
り

世
界
中
で
ド
ロ
ー
ン
ビ
ジ

ネ
ス
が
急
増
し
て
い
る
」

と
現
状
を
紹
介
し
た
。
自

　

第
１
部
は
枚
岡
警
察

署
・
合
川
和
夫
署
長
、
枚

岡
防
犯
協
議
会
・
中
川
和

夫
会
長
の
主
催
者
挨
拶
に

続
い
て
、
野
田
義
和
東
大

阪
市
長
が
来
賓
を
代
表
し

て
祝
辞
を
述
べ
た
。

　

第
２
部
は
こ
の
メ
ー
ン

イ
ベ
ン
ト
、
ち
び
っ
子
達

が
お
待
ち
か
ね
の
「
戦
隊

シ
ョ
ー
」
の
開
幕
だ
。
大

阪
府
立
枚
岡
樟し

ょ
う

風ふ
う

高
等
学

校
の
地
域
貢
献
部
に
所
属

す
る
「
瓢
箪
山
戦
隊
シ
ョ

ウ
フ
ウ
ジ
ャ
ー
」
は
枚
岡

各
地
で
活
躍
す
る
人
気
の

戦
隊
だ
。
枚
岡
神
社
「
お

笑
い
神
事
」
の
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
に
も
毎
年
出
演
し

て
、人
気
を
呼
ん
で
い
る
。

今
回
の
ス
テ
ー
ジ
に
は
顧

問
の
野
口
雄
史
教
諭
自
ら

も
出
演
し
た
。

　

式
典
の
中
で
「
シ
ョ
ウ

フ
ウ
ジ
ャ
ー
」
は
枚
岡
警

察
・
合
川
署
長
よ
り
防
犯

活
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
委

嘱
状
を
受
領
し
た
。

今
後
は
女
性
・
子
ど

も
達
へ
の
啓
蒙
活
動

や
オ
レ
オ
レ
詐
欺
対

策
、
自
動
車
事
故
予

防
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
活
躍
す
る

こ
と
だ
ろ
う
。

　

も
う
１
組
は
腹
話

術
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
の

ニ
ッ
シ
ャ
ン
堂
さ
ん

が
出
演
。
人
形
８
体

を
駆
使
し
て
の
腹
話

術
、
動
物
・
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
を
素
早
く
仕

上
げ
る
バ
ル
ー
ン

芸
、
物
ま
ね
、
手
品
、

ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
を
ス
テ
ー
ジ
い
っ
ぱ
い
に
展
開

し
て
多
く
の
ち
び
っ
子
達

を
興
奮
の
渦
に
巻
き
込
ん

だ
。

　

会
場
に
は
関
係
者
の
他

に
多
く
の
市
民
が
詰
め
か

け
、
展
示
の
白
バ
イ
に
群

が
る
ち
び
っ
子
達
や
、
特

産
品
販
売
コ
ー
ナ
ー
で
品

定
め
を
す
る
参
加
者
で
賑

わ
っ
て
い
た
。

〈写真提供〉読者・坂口　功

な つ か し い 写 真

撮影時期　昭和27年１月ごろ
撮影場所　八尾市竹渕付近から大阪市加美
　　　　　東大阪市大蓮・衣摺付近

　国道25号線沿いには
住宅がありますが、そ
のほかは田園地帯であ
ります。
　この地域に最も早く
最新住宅ができたのは、
大阪市営加美神明東・細
田住宅であり昭和32年
に開発されました。
　八尾飛行場より２枚
羽（複葉機）の飛行機
でかなり揺れたそうで
すが、写真の精度はか
なり良いものでありま
す。

　

４
月
22
日
快
晴
の
中
、
瓢
箪
山
商
店
街
至
近
の
神
田
広
場
に
て
、
春
の
地
域

安
全
運
動
「
防
犯
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
枚
岡
」
が
開
催
さ
れ
た
。
防
犯
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
は
読
売
セ
ン
タ
ー
ひ
ょ
う
た
ん
山
店
、東
大
阪
市
枚
岡
防
犯
協
議
会
、

枚
岡
警
察
署
、
縄
手
・
上
四
条
校
区
自
治
連
合
会
の
共
催
に
よ
る
も
の
。

https://fbyg.jp/projects/monozukuri

ド ロ ー ン
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

市
場
広
が
る 

未
開
拓
空
間
に
ド
ロ
ー
ン

を
必
死
で
検
討

り
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

や
情
景
撮
影
、
物
流
な

ど
ド
ロ
ー
ン
ビ
ジ
ネ
ス

に
関
心
が
高
ま
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
安
全

安
心
の
厳
し
い
ル
ー

ル
順
守
は
未
開
拓
の

空
間
だ
け
に
最
優
先

で
あ
る
こ
と
は
言

う
ま
で
も
な

い
。

（
石
河
亮
平
）

八尾のものづくり企業30社が集合

瓢箪山戦隊

ショウフウジャー見参！
防犯フェスティバルに出演

意見が活発に交された

挨拶する合川和夫署長

８
体
の
人
形
を
操
る
ニ
ッ
シ
ャ
ン
堂
さ
ん

シ
ョ
ウ
フ
ウ
ジ
ャ
ー
の
舞
台

　

４
月
13
日
、東
大
阪
市
倫
理
法
人
会
（
武

知
歳
弘
会
長
）
の
主
催
す
る
倫
理
経
営
講

演
会
「
大
転
換
の
時
代
│
つ
ね
に
活
路
あ

り
│
」が
開
催
さ
れ
た
。会
場
の
Ｕ
・
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
（
東
大
阪
市
御
厨
栄
町
１

―
４
―
４
）
に
は
１
０
０
人
を
超
え
る
参

加
者
が
集
ま
っ
た
。

　

第
１
部
で
は
株
式
会
社
近
江
屋
に
よ
る

朝
礼
実
演
が
あ
り
、
生
気
溢
れ
る
発
声
と

言
葉
で
場
の
空
気
を
引
き
締
め
た
。
第
２

部
は
有
楽
製
菓
株
式
会
社
代
表
取
締
役
会

長
で
一
般
社
団
法
人
倫
理
研
究
所
法
人

ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
の
河
合
伴
治
さ
ん

（
65
）
が
講
話
し
た
。 

（
嶋
津
亮
太
）

　

河
合
伴
治
さ
ん
（
写
真
）
の
父
は
愛
知
県
の
豊
橋

市
出
身
で
、
戦
後
裸
一
貫
で
東
京
に
出
て
き
て
世
田

谷
で
有
楽
製
菓
を
創
業
し
た
。

昭
和
30
年
の
こ
と
で
あ
る
。
ウ

エ
ハ
ー
ス
や
キ
ャ
ン
デ
ィ
、

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
な
ど
の
洋
菓
子

を
製
造
し
今
の
有
楽
製
菓
の
基

盤
を
作
っ
た
。
間
も
な
く
小
平

に
移
転
す
る
。

　

河
合
さ
ん
は
昭
和
27
年
に
生

ま
れ
た
。
実
家
が
会
社
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
工
場
内
は
遊
び

場
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
。
物

心
つ
い
た
頃
か
ら
有
楽
製
菓
は

生
活
の
一
部
だ
っ
た
。

　

大
学
を
卒
業
後
、
ド
イ
ツ

へ
洋
菓
子
を
学
ぶ
た
め
に
１

年
半
ほ
ど
留
学
す
る
。
そ
こ

に
は
最
新
の
お
菓
子
の
技
術

や
設
備
が
あ
っ
た
。
ま
た
ド
イ
ツ
に
は
〝
マ
イ

ス
タ
ー
〞
と
呼
ば
れ
る
職
人
を
育
て
る
制
度
が

あ
る
。
河
合
さ
ん
は
良
質
の
環
境
で
思
う
存
分

お
菓
子
作
り
を
学
ん
だ
。
そ
し
て
、「
ド
イ
ツ

で
見
た
こ
の
光
景
を
日
本
で
も
広
め
た
い
。
自

分
も
世
界
に
通
用
す
る
お
菓
子
を
作
り
た
い
」

と
そ
う
心
に
誓
っ
た
。

　

帰
国
す
る
と
河
合
さ
ん
は
有
楽
製
菓
に
入
社

し
た
。
生
ま
れ
育
っ
た
場
所
で
あ
る
。
会
社
の

こ
と
を
知
っ
て
い
る
つ
も
り
で
い
た
。
た
だ
、

実
際
に
中
に
入
っ
て
み
る
と
全
く
違
う
印
象
を

抱
い
た
。
工
場
内
は
埃
だ
ら
け
、
設
備
も
ド
イ

ツ
で
見
た
も
の
と
は
雲
泥
の
差
、
作
っ
て
い
る

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
も
ド
イ
ツ
の
も
の
に
比
べ
れ
ば

お
世
辞
に
も
品
質
が
良
い
と
は
言
え
な
い
。
綺

麗
な
制
服
で
お
菓
子
作
り
を
し
て
い
た
ド
イ
ツ

の
職
人
た
ち
と
は
対
照
的
に
、
自
社
の
職
人
た

ち
は
空
調
の
調
整
も
ま
ま
な
ら
ず
ラ
ン
ニ
ン
グ

姿
で
汗
を
流
し
な
が
ら
働
い
て
い
る
。

　

堪
り
か
ね
た
河
合
さ
ん
は
父
親
に
進
言
し
た
。

　
「
設
備
も
も
っ
と
い
い
も
の
を
使
お
う
よ
。

も
っ
と
い
い
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
作
ら
な
い
と
駄
目

だ
よ
。
社
員
の
待
遇
も
よ
く
し
な
い
と
い
け
な

い
よ
」

　

最
初
は
黙
っ
て
聞
い
て
い
た
河
合
さ
ん
の
父

も
、
そ
の
う
ち
に
痺
れ
を
切
ら
し
て
言
い
争
う

よ
う
に
な
っ
た
。

　

２
０
０
６
年
、
河
合
さ
ん
は
倫
理
法
人
会
に
入
会

す
る
。
有
楽
製
菓
に
入
社
し
て
25
年
。
父
親
は
79
歳

に
な
っ
て
い
た
。

　

伴
治
さ
ん
の
父
は
認
知
症
を
発
症
し
始
め
て
い

て
、
会
社
の
業
務
の
ほ
と
ん
ど
は
専
務
で
あ
る
河
合

さ
ん
が
切
り
盛
り
し
て
い
た
。
父
親
に
社
長
交
代
の

話
を
促
す
と
、
そ
の
時
だ
け
は
「
誰
が
お
前
に
や
ら

せ
る
か
」
と
言
っ
て
譲
っ
て
く
れ
な
か
っ
た
。

　

工
場
は
地
震
が
き
た
ら
一
瞬
で
潰
れ
て
し
ま
い
そ

う
な
ほ
ど
劣
化
が
進
ん
で
い
た
。
父
親
と
の
関
係
に

は
入
社
以
来
埋
ま
る
こ
と
の
な
か
っ
た
深
い
溝
が

あ
っ
た
。
そ
ん
な
状
態
で
河
合
さ
ん
は
悶
々
と
し
て

い
た
。

　

倫
理
法
人
会
に
入
会
し
た

翌
年
、
先
輩
に
連
れ
ら
れ
静

岡
県
御
殿
場
市
に
あ
る
富
士

高
原
研
修
所
で
の
合
宿
に
参

加
す
る
。

　
「
当
時
、自
分
が
す
ご
く
〝
で

き
た
人
間
〞
だ
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。
合
宿
に
参
加
し
た

と
こ
ろ
で
勉
強
す
る
こ
と
も

な
い
だ
ろ
う
、
と
」

　

河
合
さ
ん
は
そ
う
語
る
。

　

し
か
し
、
そ
の
時
の
研
修

に
よ
っ
て
河
合
さ
ん
の
心
に

変
化
が
表
れ
た
。
研
修
の
中

で
は
何
度
も
〝
親
の
恩
〞
に

つ
い
て
言
及
さ
れ
た
。
河
合

さ
ん
に
と
っ
て
父
親
と
の
軋

轢
は
最
も
難
し
い
問
題
で
あ
っ
た
。

　
「
ず
っ
と
仲
が
悪
か
っ
た
。
何
か
あ
れ
ば
い
つ

も
揉
め
て
い
ま
し
た
。
で
す
か
ら
〝
親
の
恩
〞

と
言
わ
れ
た
時
は
、『
俺
が
一
生
懸
命
や
っ
て
い

る
お
か
げ
で
会
社
が
成
り
立
っ
て
い
る
ん
じ
ゃ

な
い
か
』
と
反
発
す
る
気
持
ち
が
強
か
っ
た
」

　

そ
の
教
え
を
は
じ
め
は
受
け
入
れ
ら
れ
な

か
っ
た
河
合
さ
ん
だ
っ
た
が
、
父
と
の
関
係
を

見
つ
め
直
す
う
ち
に
そ
の
気
持
ち
も
次
第
に
弱

ま
っ
て
い
っ
た
。

　
「
小
さ
い
頃
は
よ
く
親
父
と
一
緒
に
遊
び
に

行
っ
て
い
た
な
。確
か
に
厳
し
い
父
親
だ
っ
た
。

だ
け
ど
、
自
分
が
今
こ
う
し
て
一
丁
前
に
や
っ

て
い
ら
れ
る
の
も
、
そ
ん
な
親
父
に
鍛
え
て
も

ら
っ
た
か
ら
だ
…
」

　

父
親
に
つ
い
て
思
い
を
巡
ら
せ
、
昔
の
記
憶

が
蘇
っ
て
く
る
。
気
が
付
け
ば
河
合
さ
ん
の
瞳

か
ら
は
涙
が
こ
ぼ
れ
て
い
た
。
そ
の
溢
れ
出
し

た
雫
は
と
め
ど
な
く
流
れ
た
。

　
「
そ
の
時
は
じ
め
て
〝
涙
を
流
す
〞
と
い
う

こ
と
が
〝
自
分
の
心
を
洗
浄
す
る
〞
こ
と
だ
と

知
り
ま
し
た
。
涙
は
汚
れ
た
自
分
の
心
を
洗
い

流
し
て
素
直
に
し
て
く
れ
る
」

　

伴
治
さ
ん
は
気
付
い
た
。
決
し
て
自
分
一
人

で
大
き
く
な
っ
た
の
で
は
な
い
。
父
親
の
存
在

が
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
の
だ
と
。

大ヒット商品 ブラックサンダー 誕生秘話 ① ・東大阪市倫理法人会・

倫理経営講演会

 

（
次
号
へ
続
く
）

河
合 

伴
治
さ
　
　
ん
有
楽
製
菓
株
式
会
社
　
代
表
取
締
役
会
長

一
般
社
団
法
人
倫
理
研
究
所
法
人
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー

事
業
説
明
す
る
笠
本
義
嗣
理
事
（
中
央
）

ド
ロ
ー
ン
を
飛
ば
す
志
村
伊
織
理
事
長
（
左
か
ら
２
人
目
）

1994年の発売以来今も１つ30円

ビ ジ ネ ス



東　　　 大　　　 阪 （４）（第 3 種郵便物認可） （新聞定価　月ぎめ 850円） 平成３０年６月１日（金）

開
校
と
法
人
化
を
目
標
に

掲
げ
て
い
た
。
そ
し
て
、

そ
れ
を
実
行
に
移
し
東
国

分
校
を
開
く
に
至
っ
た
。

法
人
化
の
準
備
も
着
々
と

進
ん
で
お
り
、
７
月
に
は

実
現
す
る
。

　

国
分
東
校
の
目
玉
は
子

ど
も
の
ロ
ボ
ッ
ト
教
室
と

高
齢
者
対
象
の
い
き
い
き

ク
ラ
ス
だ
。
前
者
は
ロ

ボ
ッ
ト
を
作
る
こ
と
で

「
学
ぶ
力
」
を
育
て
る
も

の
。
５
・
６
歳
児
対
象
の

プ
ラ
イ
マ
リ
ー
コ
ー
ス

も
誕
生
。
小
学
３
年
生

か
ら
は
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
も
学
び
、
パ
ソ
コ
ン

技
能
検
定
試
験
に
も
臨

む
。

　

後
者
は
認
知
症
予
防

「
脳
×
元
気
」
プ
ロ
グ
ラ

ム
。
認
知
症
予
防
に
必
要

な
も
の
は
①
有
酸
素
運

動
、
②
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
食
事
、
③
知
能
活
動
、

④
仲
間
と
一
緒
の
４
つ
と

さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
う

ち
③
を
活
性
化
さ
せ
る
た

め
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
使
い

方
を
学
ぶ
。

　

リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
で
気
軽

に
参
加
で
き
る
国
分
東
校

は
地
域
の
交
流
の
場
と
し

て
も
賑
や
か
に
な
る

だ
ろ
う
。

　

春
の
叙
勲
が
４
月
29
日
に
発
令
さ
れ
、
八
尾

市
か
ら
５
人
が
選
ば
れ
た
。

　

ま
た
、褒
賞
は
八
尾
市
か
ら
１
人
が
選
ば
れ
た
。

　
　
　

◎
瑞
宝
小
綬
章

妹
尾
幸
男
さ
ん
（
70
）

　

元
大
阪
高
裁
刑
事
首
席
書
記
官

◎
旭
日
単
光
章

居
相
英
機
さ
ん
（
76
）

　

ア
ベ
ル
代
表
取
締
役

◎
瑞
宝
単
光
章

小
角
尚
子
さ
ん
（
74
）

　

認
定
こ
ど
も
園
志
紀
保
育
園
長

瀬
戸
栄
子
さ
ん
（
80
）

　

工
業
統
計
調
査
員

立
石
郁
子
さ
ん
（
76
）
元
各
種
統
計
調
査
員

◎
藍
綬
褒
章

山
下
春
夫
さ
ん
（
75
）
保
護
司

八尾市山本町南６－２－29
TEL 072－926－5134

072－921－6893

第６回世界に羽ばたけ
『夢』スピーチコンテスト
支援金額：120万円

主催：一般財団法人青少年夢応援隊
協賛：株式会社サンクレスト
後援：大阪府、東大阪市
公式サイト：http://yumeouentai.com

【出場者一次選定】
　作文を基にスピーチコンテスト本選出場者 10名を選考いたします。
①公式サイトより『出場申込書』をダウンロードし、必要事項を記入
②「夢」というテーマで作文を書いていただきます。
　また、受賞した際の支援金の使途も記載ください。
　※原稿用紙（400 字詰め）にて３枚まで
　※手書き、パソコン等問わない
③応募方法：「出場申込書」と「原稿」を併せてメール又は
　郵便でお送りください。
　※「出場申込書」と「原稿」はＨＰよりダウンロード
      してください。
　※メールを送る際の件名は「スピーチコンテスト応募」
      としてください。
④送り先：郵送の場合　宛先：大阪府東大阪市南上小阪 12-42
一般財団法人青少年夢応援隊　スピーチコンテスト企画係宛
メールの場合　info@yumeouentai.com
問い合わせ☎06-6725-0511

⑤原稿締切：平成 30年８月 31日（金）必着

東大阪の企業  株式会社サンクレストが応援しています

【開催趣旨】
将来の夢や目標があるが、経済的支援を必要とする
若者が自身の「夢」をテーマにスピーチを行い、
受賞者を選定、支援金権利を授与いたします。
【応募資格】
大阪在住または在学・在勤の 16歳以上 25歳までの青少年
（1993 年４月２日～ 2003 年４月１日生まれの方）

【本選開催日時】平成30年10月
　　　　　13時 30分～ 17時
本選開催場所：大阪商業大学ユニバーシティホール蒼天
　　　　住所：大阪府東大阪市御厨栄町 4-1-10
　　　　　

サンコーではお客様目線に立ち、品質・施工・ご予算に無駄のないプランをご提案します。サンコーではお客様目線に立ち、品質・施工・ご予算に無駄のないプランをご提案します。

　

 物産株式会社 TEL.06-6533-1271
お問い合わせはお気軽に

本　社 〒550-0015　大阪市西区南堀江4丁目33番29号
 E-mail ： info@sankobussan.co.jp
 http://www.sankobussan.co.jp/

東京営業所 
名古屋営業所 
大阪営業所 
和歌山営業所 
福岡営業所 

キッチン・トイレ・バス・洗面のリフフォームはもちろん、畳の表替えや、外装・耐震補強など、お家のあらゆるご相談に応じます。
4,104

～日本全国歌の渡り鳥 3～
氷川きよしコンサートツアー2018

史上初、9度目の「日本有線大賞」大賞を受賞した氷川きよしによるスペシ
ャルコンサート。
３年ぶりにプリズムホールに再登場！

平成30年8月7日（火）
①13：00開演（12：30開場）※15:00終演予定
②17：00開演（16：30開場）※19:00終演予定
八尾市文化会館プリズムホール
■料金
7,500円（当日券なし） [ 全席指定 ] ※就学前のお子様のご入場はご遠慮ください。
＊プリズムクラブ（友の会）先行販売
4月15日（日）10:00～　4月21日（土）19：00
【先行販売枚数限定あり】＊一般前売発売　　5月27日（日）10:00～
※プリズムホールでの昼の部の販売はごくわずかとなります。売り切れ
の場合、一般発売は夜の部のみの販売となります。

15日  大阪糖菓株式会社代表取締役社長　野村しおり氏「わくわくどきどき ～斜陽のお菓子コンペイトウに光をあてて～」
112日  倫理研究所近畿方面副方面長　宇都進氏「明朗心」
19日  八尾市倫理法人会幹事　田中康正氏「人は変われる一緒なら」
26日  大阪鴻池倫理法人会幹事後継者倫理塾２期生　木下翔太氏/大阪都島区倫理法人会幹事後継者倫理塾２期生　吉川兼司氏「後継者倫理塾に入塾してからの気づきと変化」

21日  倫理研究所法人アドバイザー　山路卓司氏「種蒔きと収穫」

15日  松原市倫理法人会幹事　中川千都子氏「言葉を変えれば人生が変わる『ありがとう力』」
22日  東大阪市倫理法人会実行委員　原子やすふみ氏「波乱万丈も幸福の門」
29日  倫理研究所法人スーパーバイザー　木村雅氏「大我とつながる実践」

8日  大阪府倫理法人会副会長　上西知氏「純粋倫理に出合うまで」

21日  大阪市北区倫理法人会会長　北端秀行氏「お陰様人生へ ～両親と職親と学親への報恩～」
14日  大阪都島区倫理法人会会長　松藤隆則氏「役を受け、人生の主役を演じる」
17日  倫理研究所法人アドバイザー　津々木昭子氏「人生は好転のチャンス」

28日  東大阪市倫理法人会事務長　志波大輔氏「苦難福門」

経営者
モーニングセミナー開催 早起きして、会社も家庭も元気に！
●八尾市倫理法人会
　経営者モーニングセミナー

毎週火曜日、朝6:30～7:30開催。参加費無料。
会場はマナビックスYAO（近鉄八尾線八尾駅・中央南出口より徒歩約5分）
八尾市倫理法人会事務局 ☎06―6764―19566月の予定

●大阪鴻池倫理法人会
　経営者モーニングセミナー

毎週木曜日、朝6:30～7:30開催。参加費無料。
会場はホテルセイリュウ（近鉄石切駅・南へ徒歩５分）
大阪鴻池倫理法人会事務局 ☎090-9874-31796月の予定

●東大阪市倫理法人会
　経営者モーニングセミナー

: :毎週金曜日、朝6 30～7 30開催。参加費無料。
会場はＵ・コミュニティホテルＴＴＳセンター６階（近鉄河内小阪駅北すぐ）
東大阪市倫理法人会事務局 ☎06―6748―88386月の予定

オールウェイズ キッズ ・ シニア 
健
康
チ
ェ
ッ
ク
指
導
を
す
る
森
井
隆
喜
理
事（
右
）

認
知
症
予
防
講
演
を
す
る
松
茂
良
興
治
理
事
長

　

一
般
社
団
法
人
予
防
医

療
推
進
協
会
（
松
茂
良
興

治
理
事
長
）
主
催
の
恒
例

イ
ベ
ン
ト
「
認
知
症
予
防

セ
ミ
ナ
ー
」
が
４
月
21
日

に
マ
ナ
ビ
ッ
ク
ス
Ｙ
Ａ
Ｏ

（
八
尾
市
本
町
２
―
８
―

３
）
で
開
か
れ
た
。

　

物
忘
れ
チ
ェ
ッ
ク
、
血

管
年
齢
・
自
律
神
経
バ
ラ

ン
ス
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
健
康

チ
ェ
ッ
ク
の
ほ
か
、
松
茂

良
興
理
事
長
に
よ
る
認
知

症
予
防
講
演
、
森
井
隆
喜

理
事
に
よ
る
認
知
症
予
防

体
操
指
導
が
あ
り
、
参
加

者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て

い
た
。

　

最
後
に
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

大
会
も
行
わ
れ
た
。
カ
ー

ド
に
穴
が
並
ぶ
と
、
参
加

者
は
年
を
忘
れ
子
ど
も
の

よ
う
に
手
を
挙
げ
て
い
た
。

　

松
茂
良
理
事
長
は
心
を

弾
ま
せ
る
こ
と
が
認
知
症

予
防
に
つ
な
が
る
と
考
え
、

セ
ミ
ナ
ー
の
後
に
は
毎
回

必
ず
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
大
会

の
時
間
を
設
け
て
い
る
。

　

参
加
し
た
八
尾
市
在
住

の
女
性
（
74
）
は
「
松
茂

良
さ
ん
の
話
が
分
か
り
や

す
く
、
タ
メ
に
な
り
ま
し

た
」
と
話
し
て
い
た
。

東
大
阪
新
聞
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
出
演

の
中
川
政
雄
さ
ん
（
左
）

昨
今
は

様
々
な
大
学
で

「
落
語
研
究
会
」

い
わ
ゆ
る
落お

ち

研
が

花
ざ
か
り
だ
。
中

で
も
関
西
大
学
の

落
研
は
上
方
落
語

協
会
の
桂
文
枝
会

長
を
始
め
と
し
て

多
く
の
プ
ロ
を
輩

出
し
て
お
り
、
注

目
度
が
高
い
。
喜

楽
亭
副
席
亭
・
矢

野
宗
宏
さ
ん
は
関

大
落
研
在
籍
中
に

の
道
を
目
指
し
て
い
た

と
聞
く
。
卒
業
後
、
縁

あ
っ
て
八
光
信
用
金
庫

に
入
社
し
黙
々
と
業
務

に
励
ん
で
い
た
頃
、
山

本
支
店
に
転
籍
と
な
り

運
命
の
人
と
出
会
っ

た
。
歓
迎
会
で
矢
野
さ

ん
が
披
露
し
た
小
噺
を

中
川
政
雄
支
店
長
が
い

た
く
気
に
入
り
、
矢
野

さ
ん
と
共
に
「
お
笑
い

研
究
会
」
を
立
ち
上
げ

る
こ
と
に
話
が
ま
と

話
芸
を
磨
き
、
プ
ロ
ま
っ
た
。

　

現
在
矢
野
さ
ん
は
中
川

さ
ん
が
主
宰
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
お
笑
い
研
究
会
理
事

長
を
務
め
て
お
り
、
自
身

は
「
ユ
ー
モ
ア
・
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
」
と
し
て
落
語

の
出
前
高
座
や
各
種
講
演

に
東
奔
西
走
し
て
い
る
。

　

喜
楽
亭
・
関
大
寄
席
は

６
月
23
日
、
午
後
１
時
の

開
演
。
矢
野
副
席
亭
の
肝

い
り
で
楽
し
い
プ
ロ
ア
マ

共
演
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
用
意

さ
れ
て
い
る
。

　

ま
ず
は
中
川
政
雄
席
亭

が
玄
人
は
だ
し
の
話
術
で

客
席
の
ご
機
嫌
を
伺
う
。

　

番
組
①
は
千
里
家
バ
カ

ボ
ン
（
落
語
）、
②
ろ
ま
ん

亭
砂
一
八
＆
芋
野
（
尺
八

と
民
謡
の
三
十
石
）、
③
爪

田
亭
ら
い
む
（
落
語
）、
④

関
大
亭 

忍
狂
（
落
語
）。

　

中
入
り
後
は
⑤
関
大
亭

学
乱
（
落
語
）、
⑥
桂
三

象（
踊
り
）、⑦
桂
三
歩（
落

語
）。

　

司
会
は
得
も
言
わ
れ
ぬ

雰
囲
気
で
お
馴
染
み
の

ブ
ッ
ダ
・
ア
ー
チ
が
担
当

す
る
。

　

何
か
を
思
い
出
し
た
か
の
よ
う
に
、
ア
ン
ド
リ

イ
君
は
ニ
タ
リ
と
し
な
が
ら
話
を
始
め
た
。
ま
る

で
子
ど
も
が
父
親
に
秘
密
の
出
来
事
を
話
す
か
の

よ
う
だ
。

　
「
ロ
シ
ア
人
が
考
え
て
い
る
ほ
ど
ウ
ク
ラ
イ
ナ

人
は
ヤ
ワ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」

　
「
ど
う
い
う
こ
と
だ
い
」

　

謎
め
い
た
ア
ン
ド
リ
イ
君
の
言
葉
に
乗
せ
ら
れ

て
、
私
は
質
問
を
投
げ
か
け
た
。

　
「
で
は
、
お
話
し
し
ま
す
」
と
告
げ
る
と
、
も

っ
た
い
ぶ
っ
て
い
る
の
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い

が
、
し
ば
ら
く
間
を
置
い
た
。

　

早
く
話
し
て
お
く
れ
と
目
で
合
図
を
送
っ
た
。

　

ア
ン
ド
リ
イ
君
は
鼻
の
頭
を
右
手
人
差
し
指
で

ゴ
リ
ゴ
リ
と
２
度
ほ
ど
掻
く
。

　
「
今
、
キ
エ
フ
の
ホ
テ
ル
の
値
段
を
ご
存
じ
で

す
か
」

　
「
１
泊
50
米
ド
ル
ぐ
ら
い
か
な
。
高
く
で
も
１

０
０
米
ド
ル
と
い
う
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
」

　

そ
の
答
え
が

余
り
に
も
的
外

れ
だ
っ
た
よ
う

で
、
ア
ン
ド
リ

イ
君
は
悪い

た
ず
ら戯
っ

ぽ
い
表
情
を
作

り
目
を
見
開
い

て
両
手
を
広
げ

た
。

　
「
１
泊
４
０

０
０
〜
６
０
０

０
米
ド
ル
以
上

で
す
」

　
「
そ
れ
は
ど

い
う
こ
と
で
す

か
」

　
「
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
の
フ
ァ
イ
ナ
ル
が
５

月
末
に
キ
エ
フ
で
開
か
れ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
10

万
人
近
く
の
フ
ァ
ン
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
彼
ら

は
い
く
ら
払
っ
て
も
キ
エ
フ
で
の
試
合
を
見
た
い

の
で
す
」

　
「
そ
こ
で
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
ホ
テ
ル
は
商
機
を

悟
っ
た
の
で
す
ね
」

　
「
そ
の
通
り
で
す
。
通
常
の
１
０
０
倍
以
上
で

す
。
10
倍
で
は
あ
り
ま
せ
ん
よ
」

　

サ
ー
シ
ャ
先
生
は
こ
の
辺
り
の
話
題
に
疎
く
、

目
を
丸
く
し
て
聞
い
て
い
る
。

　
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
は
商
魂
た
く
ま
し
い
で
す
ね
」

　
「
だ
か
ら
こ
そ
、
生
き
抜
い
て
き
た
の
で
す
。

ロ
シ
ア
は
じ
め
近
隣
諸
国
に
痛
め
つ
け
ら
れ
続
け

て
き
ま
し
た
が
、
転
ん
で
は
起
き
転
ん
で
は
起
き

の
繰
り
返
し
で
こ
こ
ま
で
や
っ
て
き
ま
し
た
」

　

言
葉
が
出
な
か
っ
た
。

　

七
転
び
八
起
き
と
い
う
言
葉
が
頭
の
中
で
ぐ
る

ぐ
る
回
り
続
け
て
い
た
。

連載小説

ウクライナを
歩く

小野元裕
102

ホテルの値段が100倍以上に

ウクライナ

イスマエル・レデスマ&ルシア塩
満アルパコンサート
日時　６月３日16時
会場　ザ・フェニックスホール

大阪市西天満4－15－10
TEL06-6363-0311

料金　前売3,500円、当日4,000円
（学生2,000円）

問い合わせ　松尾クリニック・小
川さん（TEL090-8538-6152）

えんとつ町のプペル　光る絵本in
アリオ八尾
日時　６月４日～16日

10時～20時
会場　アリオ八尾オレンジコート
　　　（八尾市光町２‒３）
入場料 一般500円、高校生以下無料

認知症予防セミナー
日時　６月６日19時30分~

会場　上之島小学校集会所
八尾市上之島町北3―22―1

主催　NPOいきいきつながる会八
尾支部

ECOろうそく能
６月15日18時30分　復曲能「高
安」
６月23日18時30分　一調「土蜘
蛛」・能「井筒」
12月21日17時　高安流ワキ方に
よる仕舞および「弱法師」
12月22日17時　復曲能「高安」
およびパネルディスカッション
会場　山中能舞台（大阪市阿倍野
区阪南町6－5－8、TEL06-6692-
3825）
料金　指定席前売7,000円、当日
8,000円（自由席前売4,000円、当
日5,000円）

イ
ベ
ン
ト
情
報

八尾市に誕生した『寄席小屋』八尾市に誕生した『寄席小屋』

ど
う
ぞ
喜
楽
に

お
い
で
く
だ
さ
い

席　　亭・中川　政雄
名誉席亭・里見まさと（ザ・ぼんち）

開催日時：平成 30年６月 23日（土）
開場：午後 12時半　開演：午後１時

喜楽亭喜楽亭喜楽亭
き らく てい

６月寄席は関西大学・落語研究会出身のプロ・
アマによる『喜楽亭・関大寄席』を盛大に開
催いたします。ご期待ください。

八尾市陽光園 2-5-4（JR 八尾駅より徒歩３分）TEL：090-1677-7552

完成したロボットを持つ佐竹扶美さん

瑞宝単光章を受章した小角尚子さん

　

藤
井
寺
で
人
気
の
パ
ソ

コ
ン
教
室
を
運
営
す
る

オ
ー
ル
ウ
ェ
イ
ズ
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
サ
ー
ビ
ス
が
、

５
月
８
日
に
２
校
目
と
し

て
国
分
東
校
を
近
鉄
河
内

国
分
駅
前
に
開
い
た
。

　

代
表
者
の
佐
竹
扶
美
さ

ん
（
49
）
は
平
成
14
年
７

月
に
同
社
を
起
業
し
た
。

自
宅
を
利
用
し
電
話
１
本

で
ス
タ
ー
ト
。
出
張
指
導

を
メ
ー
ン
に
し
た
。
や
が

て
生
徒
の
希
望
に
応
え
て

教
室
を
設
け
る
よ
う
に
。

口
コ
ミ
で
広
が
り
、
少
し

ず
つ
生
徒
が
増
え
た
。

　

藤
井
寺
市
役
所
や
藤
井

寺
商
工
会
議
所
、
羽
曳
野

商
工
会
議
所
な
ど
の
仕
事

も
入
り
、
ス
タ
ッ
フ
も
揃

え
た
。

　

佐
竹
さ
ん
は
、
15
年
を

区
切
り
と
し
て
２
校
目
の

柏原市国分本町１－２－25 2F
（近鉄河内国分駅東側ロータリーそば）

TEL072－937－3813

オールウェイズキッズ・シニア
国分東校

精
悍
な
松
本
忠
賜
新
会
長

第53回 定時総会
　

５
月
18
日
、
プ
リ
ズ
ム

ホ
ー
ル
に
て
八
尾
北
部
産

業
ク
ラ
ブ
第
53
回
定
時
総

会
が
開
催
さ
れ
た
。
役
員

改
選
議
案
に
て
松
本
忠た

だ
し賜

さ
ん
（
52
）
が
新
会
長
に

選
出
さ
れ
た
。

　

懇
親
会
の
開
会
に
あ
た

り
松
本
新
会
長
は
「
産
業

ク
ラ
ブ
の
目
線
で
時
代
を

俯
瞰
し
、
明
確
な
目
的
意

識
を
持
っ
て
前
に
進
み
た

い
」
と
力
強
く
ポ
リ
シ
ー

を
語
っ
た
。

　

５
月
15
日
付
４
面
掲
載

記
事
「
八
尾
う
ぐ
い
す
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
」
で
、

八
尾
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

の
ス
ポ
ン
サ
ー
の
も
と
設

立
と
あ
り
ま
す
が
、
正
し

く
は
八
尾
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
・
八
尾
中
央
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
・
八
尾
菊
花

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
ス

ポ
ン
サ
ー
の
も
と
設
立
で

す
。

　

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま

す
。

喜楽亭正面入り口

関西大学落研寄席

聞チャンネル（ユーチューブ）に出演いただいている。
毎週木曜日に新しいコンテンツを提供しており、取材
記者・編集委員・社長がキャスターを務める。４月の
第１木曜日に中川政雄さんにご出演いただいた。

中川政雄席亭が
東大阪新聞チャンネル （ユーチューブ） に出演
　番組では中川さんのプロフィール紹介に始まり、矢
野宗宏副席亭との出会い、お笑い研究会の立ち上げ、
ボランティア活動、NHK テレビ番組「クローズアッ
プ現代」に出演等々を熱く語った。
　続いて数多い講演を全国津々浦々で行っていること
に触れた。「人は化ける、組織も化ける」「体験的リー
ダー論」の解説には説得力がある。
　平成 17 年９月の喜楽亭杮落し公演で里見まさとさ
んに名誉席亭をお願いする段は更に熱がこもり、見応
え、聞き応えのある 30 分番組だ。
　番組を見るにはパソコンまたはスマートフォンで
「東大阪新聞」を検索し、「東大阪新聞チャンネル」を
クリック。画面をたどって行くと「中川政雄さん出演
番組」が確認できる。 （小川秀人）

　東大阪新聞は昨年４月より取材記事
で好評だった企業や個人にお願いして、東大阪新 春

の

叙
勲 

・ 

褒
章

八
尾
北
部
産
業
ク
ラ
ブ

お
詫
び
と
訂
正

喜
楽
亭 
関
大
寄
席 

６
月
23
日
開
催

オールウェイズコンピュータサービス

国分東校

ロ
ボ
ッ
ト
教
室
い
き
い
き
ク
ラ
ス

認知症予防セミナー開催 一般社団法人予防医療推進協会

新
会
長
に
松
本
忠
賜
さ
ん

八尾中央産業クラブ

第
39
回
会
員
総
会

　

八
尾
中
央
産
業
ク
ラ
ブ

の
第
39
回
会
員
総
会
が
５

月
25
日
に
八
尾
グ
ラ
ン
ド

ホ
テ
ル
で
開
か
れ
た
。
そ

こ
で
新
会
長
と
し
て
小
林

文
美
代
さ
ん
（
68
）
が
選

出
さ
れ
た
。
同
ク
ラ
ブ
で

初
の
女
性
会
長
。

　

小
林
新
会
長

は
「
年
配
者
と
若
い
人
の

架
け
橋
と
し
て
が
ん
ば
り

た
い
」と
抱
負
を
述
べ
た
。

ま
た
、「
健
康
を
テ
ー
マ

に
女
性
部
会
を
活
性
化
さ

せ
た
い
」
と
声
を
弾
ま
せ

た
。

心
優
し
い
小
林
文
美
代
新
会
長



東　　　 大　　　 阪（３） （昭和29年４月24日　第 3 種郵便物認可） 毎月１日・ 15日発行平成３０年６月１日（金）

大
転
換
の
時
代
│
つ
ね
に
活
路
あ
り
│

動
車
教
習
所
は
ド
ロ
ー
ン

ビ
ジ
ネ
ス
参
入
へ
の
強
み

を
持
つ
こ
と
か
ら
優
位
性

を
活
用
す
べ
き
だ
と
述

べ
、
国
交
省
へ
の
登
録
手

続
き
や
経
営
数
値
な
ど
を

解
説
し
た
。

　

志
村
伊
織
理
事
長
（
39
）

は
「
当
協
会
は
国
土
交
通

省
の
管
理
団
体
と
し
て
２

月
に
登
録
さ
れ
た
。
同
省

の
Ｈ
Ｐ
に
は
全
国
で
15
件

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
難

し
い
の
で
そ
う
簡
単
に
は

増
え
な
い
」
と
見
立
て

た
。
志
村
氏
は
パ
イ
ロ
ッ

ト
（
Ｊ
Ｃ
Ａ
Ｂ
自
家
用
操

縦
士
）
で
あ
る
こ
と
か
ら

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
や
教

材
作
り
な
ど
に
お
い
て
国

交
省
か
ら
「
完
璧
で
す
」

と
お
墨
付
き
を
得
て
い
る

と
胸
を
張
る
。「
今
が
チ
ャ

ン
ス
、
自
動
車
教
習
所
に

は
飛
ば
す
場
所
が
あ
り
、

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
い

る
こ
と
か
ら
、
ド
ロ
ー
ン

ス
ク
ー
ル
を
作
く
れ
ば
よ

い
」
と
強
調
。
セ
ミ
ナ
ー

に
参
加
し
た
高
知
自
動
車

学
校
の
副
管
理
者
・
谷
岡

一
博
さ
ん
（
54
）
は
「
何

か
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
を
考

え
ね
ば
な
ら
な
い
環
境
に

あ
る
。
ラ
イ
セ
ン
ス
取
得

す
る
。
今
で
し
ょ
う
！
」

と
意
気
込
む
。

　

ド
ロ
ー
ン
ブ
ー
ム
は

「
改
正
航
空
法
」
施
行
や

国
土
交
通
省
が
全
国
の
橋

梁
70
万
の
定
期
点
検
を
打

ち
出
し
た
影
響
も
大
き

い
。
ド
ロ
ー
ン
の
活
用
方

法
と
し
て
災
害
時
の
危
険

場
所
の
把
握
、
気
象
・
環

境
デ
ー
タ
の
収
集
、
鳥
獣

害
対
策
な
ど
多
岐
に
わ
た

る
。
一
方
、
技
術
的
に
も

「
落
ち
な
い
安
全
性
」
の

確
保
と
し
て
、
バ
ッ
テ

リ
ー
容
量
を
自
動
検
知
し

基
地
に
戻
る
よ
う
に
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
し
た
も

の
や
、
墜
落
時
に
パ
ラ

シ
ュ
ー
ト
が
開
く
な
ど
進

化
し
た
が
、
１
０
０
％
安

全
と
は
言
え
な
い
。
最
も

心
配
な
こ
と
は
ド
ロ
ー
ン

の
操
縦
不
能
に
よ
る
、
予

定
外
の
ル
ー
ト
や
空
域
に

飛
ん
で
行
っ
て
し
ま
う

「
フ
ラ
イ
・
ア
ウ
ェ
イ
」

だ
が
、
研
究
は
進
ん
で
い

る
。
政
府
は
18
〜
19
年
度

に
、
離
島
や
山
間
部
で
荷

物
配
送
を
定
着
さ
せ
、
20

年
代
に
都
市
部
で
本
格
的

に
物
流
に
活
用
す
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
る
。

　

法
整
備
が
進
み
社
会
実

験
も
多
角
的
に
行
わ
れ
て

い
る
。
ラ
ク
ビ
ー
Ｗ
杯
、

Ｇ
20
サ
ミ
ッ
ト
、
東
京
五

輪
、
大
阪
万
博
な
ど
の
大

型
国
際
イ
ベ
ン
ト
も
あ

決
意
が
語
ら
れ
た
。

　
「
み
せ
る
ば
や
お
」
は

さ
ら
に
、
集
ま
っ
た
企
業

同
士
で
「
こ
ん
な
風
に
子

ど
も
た
ち
に
伝
え
た
い
」

「
も
っ
と
ワ
ク
ワ
ク
さ
せ

る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い

い
か
」
な
ど

を
話
し
合
っ

て
い
る
う
ち

に
、
自
分
た

ち
の
思
い
を

語
り
合
い
、

仲
間
同
士
が

魅
了
し
あ

う
。

　

企
業
同
士

の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン

が
自
然
と
生

ま
れ
る
こ
と

が
期
待
さ
れ

て
い
る
。

　
「
み
せ
る

ば
や
お
」
で

所
に
し
よ
う
と

は
、
今
後
と
も
地

域
の
中
小
企
業
の

参
加
を
求
め
て
い

る
。

　

オ
ー
プ
ン
は
今

年
８
月
８
日
の
予

定
だ
。

　

贈
与
税
と
は
、
相
続
税
の
補
完
税
と
し

て
の
意
味
が
あ
り
ま
す
。
も
し
贈
与
税
が

な
か
っ
た
ら
、
生
前
に
す
べ
て
の
財
産
を

贈
与
し
て
お
け
ば
税
金
（
相
続
税
）
が
か

か
ら
な
い
か
ら
で

す
。
ま
た
贈
与
税

は
１
月
１
日
か
ら

12
月
31
日
と
い
う

暦
年
を
課
税
の
単

位
と
し
て
い
る
と

こ
ろ
は
所
得
税
と

同
じ
で
す
。
ま
た

申
告
の
期
限
も
翌

年
の
３
月
15
日
ま

で
と
同
じ
で
す
。

　

贈
与
税
の
計
算

構
造
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
と
申
し
ま
す

と
、
も
ら
っ
た
財
産
の
価
額
か
ら
基
礎
控

除
額
で
あ
る
１
１
０
万
円
を
控
除
し
た
金

額
に
税
率
を
か
け
て
納
め
ま
す
。
税
率
は

累
進
に
な
っ
て
お
り
、
結
構
高
い
の
が
贈

与
税
の
特
徴
で
す
。
難
し
い
の
は
現
金
で

あ
れ
ば
財
産
の
価
額
は
誰
で
も
わ
か
り

ま
す
が
、
土
地
や
建
物
等
の
場
合
、
そ

の
財
産
は
い
く
ら
に
な

る
か
と
い
う
と
こ
ろ
が

厄
介
な
の
で
す
。
い
わ

ゆ
る
時
価
を
も
っ
て
財

産
の
価
額
と
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
の
で
す

が
、
時
価
が
い
く
ら
な

の
か
わ
か
ら
な
い
か
ら

困
る
の
で
す
。
相
続
税

や
贈
与
税
は
、
相
続
税

評
価
額
を
も
っ
て
時
価

と
し
て
よ
い
と
な
っ
て

い
る
の
で
す
が
、
事
実
と
合
致
す
る
か
と

い
う
と
合
わ
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
だ
い
た
い
は
時
価
の
70
％
が

固
定
資
産
税
評
価
額
で
、
80
％
が
相
続
税

評
価
額
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ

こ
が
本
当
に
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

贈
与
税
は
も
ら
っ
た
方
に
か
か
る
税
金

で
す
。
そ
れ
は
一
対
一
で
計
算
す
る
の
で

は
な
く
、
そ
の
年
に
も
ら
っ
た
財
産
を
全

て
合
算
し
ま
す
。
例
え
ば
、
父
か
ら
現
金

１
０
０
万
円
、
祖
父
か
ら
現
金
２
０
０
万

円
を
も
ら
っ
た
と
し
ま
す
と
、
両
方
合
わ

せ
た
３
０
０
万
円
を
も
ら
っ
た
と
し
て
申

告
を
す
る
の
で
す
。
そ
こ
か
ら
基
礎
控
除

額
の
１
１
０
万
円
を
控
除
し
ま
す
の
で
、

父
と
祖
父
と
そ
れ
ぞ
れ
１
１
０
万
円
を
控

除
で
き
る
の
で
は
な
い
の
で
す
。
そ
し
て

納
税
は
、
も
ら
っ
た
人
が
す
る
も
の
で
、

あ
げ
た
人
が
納
税
し
ま
す
と
、
そ
れ
も
贈

与
税
の
対
象
に
な
る
の
で
注
意
が
必
要
で

す
。

　

あ
げ
る
人
は
贈
与
税
が
支
払
え
る
よ
う

に
考
え
て
贈
与
す
る
こ
と
も
考
え
て
お
か

な
い
と
な
り
ま
せ
ん
。

笑う笑う
税理士

贈与による相続対策③
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税理士 上西　知

　

５
月
８
日
、
リ
ノ
ア
ス
８
階
（
八
尾
市
光
町
２
）

に
て
「
み
せ
る
ば
や
お
」
設
立
総
会
が
開
か
れ
た
。

集
ま
っ
た
の
は
八
尾
市
内
の
も
の
づ
く
り
企
業
30
社

あ
ま
り
。
企
業
者
み
ず
か
ら
、「
も
の
づ
く
り
の
魂
を

次
世
代
に
紡
ぐ
た
め
」「
地
域
の
魅
力
を
子
ど
も
た
ち

に
伝
え
る
た
め
」
に
参
集
。

　

会
場
と
な
っ
た
リ
ノ
ア
ス
８
階
は
前
の
西
武
八
尾

店
の
催
し
物
会
場
で
あ
る
。

み
せ
る
ば
や
お 

設
立
総
会
開
催

　

総
会
で
藤
原

義
春
氏
（
株
式

会
社
藤
原
電
子

工
業
社
長
）
が

代
表
理
事
に
選

出
さ
れ
た
。
あ

わ
せ
て
副
代
表

理
事
に
太
田
泰

造
氏
（
錦
城

護
謨
株
式
会
社

社
長
）、
理
事

に
木
村
祥
一
郎

氏
（
木
村
石
鹸

工
業
株
式
会
社

社
長
）、
友
安

啓
則
氏
（
友
安

製
作
所
社
長
）、

谷
元
享
氏
（
谷

元
フ
ス
マ
工
飾
株
式
会
社

社
長
）、
会
計
に
中
田
寛
氏

（
株
式
会
社
中
田
製
作
所
社

長
）
が
役
員
と
し
て
選
出

さ
れ
た
。
八
尾
市
は
特
別

会
員
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
み
せ
る
ば
や
お
」
は
、

経
営
者
た
ち
の
「
本
気
の

夢
と
思
い
」
が
込
め
ら
れ

た
体
験
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
通
し
て
、
ワ
ク
ワ
ク
し

た
経
営
者
の
姿
を
子
ど
も

た
ち
に
見
せ
る
こ
と
で
、

子
ど
も
た
ち
が
「
面
白

い
！
」「
大
き
く
な
っ
た

ら
あ
ん
な
風
に
や
っ
て
み

た
い
！
」
と
思
っ
て
く
れ

る
よ
う
な
熱
気
溢
れ
る
場

　災害や建設現場などの状況、世界遺産や
自然界などの景観、イベント会場の様子な
ど、至近距離で鮮明な空撮映像を見ること
が増えた。ドローンは、測量や空中撮影、
橋梁、空港、高速道路、高圧電線などのイ
ンフラ施設の点検・修理などで使われ、メ
ディア、航空・鉄道、物流、デベロッパー
などの事業者によるドローンビジネス参入
が加速している。
　しかし誰でもが操縦できるわけではな
い。そんな中、国土交通省認定の一般社団
法人無人航空機操縦士養成協会（志村伊織
理事長＝大阪市中央区南本町）は４月 17
日午後、同協会会議室にて自動車教習所を
対象にした「ドローンビジネス」スタート
アップセミナーを開いた。
　北海道から九州まで経営幹部ら 15 人が
参加。今後も引き続き開催する予定。

協会事務局
〒541－0054　
大阪市中央区南本町４丁目５－７
東亜ビル　株式会社いろえんぴつ内
TEL06－4963－3788
FAX06－6241－2016
ドローンポート福知山
京都府福知山市字大内1199－１
TEL0773－45̶8601
FAX0773̶20－2016

一般社団法人無人航空機操縦士養成協会

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
ド
ロ
ー

ン
ビ
ジ
ネ
ス
の
現
状
に
続

き
、
実
際
に
ド
ロ
ー
ン
を

飛
ば
し
操
縦
技
術
や
認
可

手
続
、
初
期
投
資
額
な
ど

具
体
的
な
説
明
が
行
わ
れ

た
。

　

笠
本
義
嗣
理
事
（
77
）

は
「
２
０
１
５
年
12
月
の

改
正
航
空
法
の
施
行
で
２

０
１
６
年
は
〝
ド
ロ
ー
ン

ビ
ジ
ネ
ス
元
年
〞
と
な
っ

た
。
ド
ロ
ー
ン
の
市
場
は

17
年
度
の
５
３
３
億
円
か

ら
22
年
度
は
２
、
１
１
６

億
円
と
予
想
さ
れ
、
15
兆

円
産
業
と
の
試
算
も
あ
り

世
界
中
で
ド
ロ
ー
ン
ビ
ジ

ネ
ス
が
急
増
し
て
い
る
」

と
現
状
を
紹
介
し
た
。
自

　

第
１
部
は
枚
岡
警
察

署
・
合
川
和
夫
署
長
、
枚

岡
防
犯
協
議
会
・
中
川
和

夫
会
長
の
主
催
者
挨
拶
に

続
い
て
、
野
田
義
和
東
大

阪
市
長
が
来
賓
を
代
表
し

て
祝
辞
を
述
べ
た
。

　

第
２
部
は
こ
の
メ
ー
ン

イ
ベ
ン
ト
、
ち
び
っ
子
達

が
お
待
ち
か
ね
の
「
戦
隊

シ
ョ
ー
」
の
開
幕
だ
。
大

阪
府
立
枚
岡
樟し

ょ
う

風ふ
う

高
等
学

校
の
地
域
貢
献
部
に
所
属

す
る
「
瓢
箪
山
戦
隊
シ
ョ

ウ
フ
ウ
ジ
ャ
ー
」
は
枚
岡

各
地
で
活
躍
す
る
人
気
の

戦
隊
だ
。
枚
岡
神
社
「
お

笑
い
神
事
」
の
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
に
も
毎
年
出
演
し

て
、人
気
を
呼
ん
で
い
る
。

今
回
の
ス
テ
ー
ジ
に
は
顧

問
の
野
口
雄
史
教
諭
自
ら

も
出
演
し
た
。

　

式
典
の
中
で
「
シ
ョ
ウ

フ
ウ
ジ
ャ
ー
」
は
枚
岡
警

察
・
合
川
署
長
よ
り
防
犯

活
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
委

嘱
状
を
受
領
し
た
。

今
後
は
女
性
・
子
ど

も
達
へ
の
啓
蒙
活
動

や
オ
レ
オ
レ
詐
欺
対

策
、
自
動
車
事
故
予

防
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
活
躍
す
る

こ
と
だ
ろ
う
。

　

も
う
１
組
は
腹
話

術
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
の

ニ
ッ
シ
ャ
ン
堂
さ
ん

が
出
演
。
人
形
８
体

を
駆
使
し
て
の
腹
話

術
、
動
物
・
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
を
素
早
く
仕

上
げ
る
バ
ル
ー
ン

芸
、
物
ま
ね
、
手
品
、

ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
を
ス
テ
ー
ジ
い
っ
ぱ
い
に
展
開

し
て
多
く
の
ち
び
っ
子
達

を
興
奮
の
渦
に
巻
き
込
ん

だ
。

　

会
場
に
は
関
係
者
の
他

に
多
く
の
市
民
が
詰
め
か

け
、
展
示
の
白
バ
イ
に
群

が
る
ち
び
っ
子
達
や
、
特

産
品
販
売
コ
ー
ナ
ー
で
品

定
め
を
す
る
参
加
者
で
賑

わ
っ
て
い
た
。

〈写真提供〉読者・坂口　功

な つ か し い 写 真

撮影時期　昭和27年１月ごろ
撮影場所　八尾市竹渕付近から大阪市加美
　　　　　東大阪市大蓮・衣摺付近

　国道25号線沿いには
住宅がありますが、そ
のほかは田園地帯であ
ります。
　この地域に最も早く
最新住宅ができたのは、
大阪市営加美神明東・細
田住宅であり昭和32年
に開発されました。
　八尾飛行場より２枚
羽（複葉機）の飛行機
でかなり揺れたそうで
すが、写真の精度はか
なり良いものでありま
す。

　

４
月
22
日
快
晴
の
中
、
瓢
箪
山
商
店
街
至
近
の
神
田
広
場
に
て
、
春
の
地
域

安
全
運
動
「
防
犯
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
枚
岡
」
が
開
催
さ
れ
た
。
防
犯
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
は
読
売
セ
ン
タ
ー
ひ
ょ
う
た
ん
山
店
、東
大
阪
市
枚
岡
防
犯
協
議
会
、

枚
岡
警
察
署
、
縄
手
・
上
四
条
校
区
自
治
連
合
会
の
共
催
に
よ
る
も
の
。

https://fbyg.jp/projects/monozukuri

ド ロ ー ン
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

市
場
広
が
る 

未
開
拓
空
間
に
ド
ロ
ー
ン

を
必
死
で
検
討

り
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

や
情
景
撮
影
、
物
流
な

ど
ド
ロ
ー
ン
ビ
ジ
ネ
ス

に
関
心
が
高
ま
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
安
全

安
心
の
厳
し
い
ル
ー

ル
順
守
は
未
開
拓
の

空
間
だ
け
に
最
優
先

で
あ
る
こ
と
は
言

う
ま
で
も
な

い
。

（
石
河
亮
平
）

八尾のものづくり企業30社が集合

瓢箪山戦隊

防犯フェスティバルに出演

意見が活発に交された

挨拶する合川和夫署長

８
体
の
人
形
を
操
る
ニ
ッ
シ
ャ
ン
堂
さ
ん

シ
ョ
ウ
フ
ウ
ジ
ャ
ー
の
舞
台

　

４
月
13
日
、東
大
阪
市
倫
理
法
人
会
（
武

知
歳
弘
会
長
）
の
主
催
す
る
倫
理
経
営
講

演
会
「
大
転
換
の
時
代
│
つ
ね
に
活
路
あ

り
│
」が
開
催
さ
れ
た
。会
場
の
Ｕ
・
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
（
東
大
阪
市
御
厨
栄
町
１

―
４
―
４
）
に
は
１
０
０
人
を
超
え
る
参

加
者
が
集
ま
っ
た
。

　

第
１
部
で
は
株
式
会
社
近
江
屋
に
よ
る

朝
礼
実
演
が
あ
り
、
生
気
溢
れ
る
発
声
と

言
葉
で
場
の
空
気
を
引
き
締
め
た
。
第
２

部
は
有
楽
製
菓
株
式
会
社
代
表
取
締
役
会

長
で
一
般
社
団
法
人
倫
理
研
究
所
法
人

ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
の
河
合
伴
治
さ
ん

（
65
）
が
講
話
し
た
。 

（
嶋
津
亮
太
）

　

河
合
伴
治
さ
ん
（
写
真
）
の
父
は
愛
知
県
の
豊
橋

市
出
身
で
、
戦
後
裸
一
貫
で
東
京
に
出
て
き
て
世
田

谷
で
有
楽
製
菓
を
創
業
し
た
。

昭
和
30
年
の
こ
と
で
あ
る
。
ウ

エ
ハ
ー
ス
や
キ
ャ
ン
デ
ィ
、

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
な
ど
の
洋
菓
子

を
製
造
し
今
の
有
楽
製
菓
の
基

盤
を
作
っ
た
。
間
も
な
く
小
平

に
移
転
す
る
。

　

河
合
さ
ん
は
昭
和
27
年
に
生

ま
れ
た
。
実
家
が
会
社
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
工
場
内
は
遊
び

場
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
。
物

心
つ
い
た
頃
か
ら
有
楽
製
菓
は

生
活
の
一
部
だ
っ
た
。

　

大
学
を
卒
業
後
、
ド
イ
ツ

へ
洋
菓
子
を
学
ぶ
た
め
に
１

年
半
ほ
ど
留
学
す
る
。
そ
こ

に
は
最
新
の
お
菓
子
の
技
術

や
設
備
が
あ
っ
た
。
ま
た
ド
イ
ツ
に
は
〝
マ
イ

ス
タ
ー
〞
と
呼
ば
れ
る
職
人
を
育
て
る
制
度
が

あ
る
。
河
合
さ
ん
は
良
質
の
環
境
で
思
う
存
分

お
菓
子
作
り
を
学
ん
だ
。
そ
し
て
、「
ド
イ
ツ

で
見
た
こ
の
光
景
を
日
本
で
も
広
め
た
い
。
自

分
も
世
界
に
通
用
す
る
お
菓
子
を
作
り
た
い
」

と
そ
う
心
に
誓
っ
た
。

　

帰
国
す
る
と
河
合
さ
ん
は
有
楽
製
菓
に
入
社

し
た
。
生
ま
れ
育
っ
た
場
所
で
あ
る
。
会
社
の

こ
と
を
知
っ
て
い
る
つ
も
り
で
い
た
。
た
だ
、

実
際
に
中
に
入
っ
て
み
る
と
全
く
違
う
印
象
を

抱
い
た
。
工
場
内
は
埃
だ
ら
け
、
設
備
も
ド
イ

ツ
で
見
た
も
の
と
は
雲
泥
の
差
、
作
っ
て
い
る

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
も
ド
イ
ツ
の
も
の
に
比
べ
れ
ば

お
世
辞
に
も
品
質
が
良
い
と
は
言
え
な
い
。
綺

麗
な
制
服
で
お
菓
子
作
り
を
し
て
い
た
ド
イ
ツ

の
職
人
た
ち
と
は
対
照
的
に
、
自
社
の
職
人
た

ち
は
空
調
の
調
整
も
ま
ま
な
ら
ず
ラ
ン
ニ
ン
グ

姿
で
汗
を
流
し
な
が
ら
働
い
て
い
る
。

　

堪
り
か
ね
た
河
合
さ
ん
は
父
親
に
進
言
し
た
。

　
「
設
備
も
も
っ
と
い
い
も
の
を
使
お
う
よ
。

も
っ
と
い
い
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
作
ら
な
い
と
駄
目

だ
よ
。
社
員
の
待
遇
も
よ
く
し
な
い
と
い
け
な

い
よ
」

　

最
初
は
黙
っ
て
聞
い
て
い
た
河
合
さ
ん
の
父

も
、
そ
の
う
ち
に
痺
れ
を
切
ら
し
て
言
い
争
う

よ
う
に
な
っ
た
。

　

２
０
０
６
年
、
河
合
さ
ん
は
倫
理
法
人
会
に
入
会

す
る
。
有
楽
製
菓
に
入
社
し
て
25
年
。
父
親
は
79
歳

に
な
っ
て
い
た
。

　

伴
治
さ
ん
の
父
は
認
知
症
を
発
症
し
始
め
て
い

て
、
会
社
の
業
務
の
ほ
と
ん
ど
は
専
務
で
あ
る
河
合

さ
ん
が
切
り
盛
り
し
て
い
た
。
父
親
に
社
長
交
代
の

話
を
促
す
と
、
そ
の
時
だ
け
は
「
誰
が
お
前
に
や
ら

せ
る
か
」
と
言
っ
て
譲
っ
て
く
れ
な
か
っ
た
。

　

工
場
は
地
震
が
き
た
ら
一
瞬
で
潰
れ
て
し
ま
い
そ

う
な
ほ
ど
劣
化
が
進
ん
で
い
た
。
父
親
と
の
関
係
に

は
入
社
以
来
埋
ま
る
こ
と
の
な
か
っ
た
深
い
溝
が

あ
っ
た
。
そ
ん
な
状
態
で
河
合
さ
ん
は
悶
々
と
し
て

い
た
。

　

倫
理
法
人
会
に
入
会
し
た

翌
年
、
先
輩
に
連
れ
ら
れ
静

岡
県
御
殿
場
市
に
あ
る
富
士

高
原
研
修
所
で
の
合
宿
に
参

加
す
る
。

　
「
当
時
、自
分
が
す
ご
く
〝
で

き
た
人
間
〞
だ
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。
合
宿
に
参
加
し
た

と
こ
ろ
で
勉
強
す
る
こ
と
も

な
い
だ
ろ
う
、
と
」

　

河
合
さ
ん
は
そ
う
語
る
。

　

し
か
し
、
そ
の
時
の
研
修

に
よ
っ
て
河
合
さ
ん
の
心
に

変
化
が
表
れ
た
。
研
修
の
中

で
は
何
度
も
〝
親
の
恩
〞
に

つ
い
て
言
及
さ
れ
た
。
河
合

さ
ん
に
と
っ
て
父
親
と
の
軋

轢
は
最
も
難
し
い
問
題
で
あ
っ
た
。

　
「
ず
っ
と
仲
が
悪
か
っ
た
。
何
か
あ
れ
ば
い
つ

も
揉
め
て
い
ま
し
た
。
で
す
か
ら
〝
親
の
恩
〞

と
言
わ
れ
た
時
は
、『
俺
が
一
生
懸
命
や
っ
て
い

る
お
か
げ
で
会
社
が
成
り
立
っ
て
い
る
ん
じ
ゃ

な
い
か
』
と
反
発
す
る
気
持
ち
が
強
か
っ
た
」

　

そ
の
教
え
を
は
じ
め
は
受
け
入
れ
ら
れ
な

か
っ
た
河
合
さ
ん
だ
っ
た
が
、
父
と
の
関
係
を

見
つ
め
直
す
う
ち
に
そ
の
気
持
ち
も
次
第
に
弱

ま
っ
て
い
っ
た
。

　
「
小
さ
い
頃
は
よ
く
親
父
と
一
緒
に
遊
び
に

行
っ
て
い
た
な
。確
か
に
厳
し
い
父
親
だ
っ
た
。

だ
け
ど
、
自
分
が
今
こ
う
し
て
一
丁
前
に
や
っ

て
い
ら
れ
る
の
も
、
そ
ん
な
親
父
に
鍛
え
て
も

ら
っ
た
か
ら
だ
…
」

　

父
親
に
つ
い
て
思
い
を
巡
ら
せ
、
昔
の
記
憶

が
蘇
っ
て
く
る
。
気
が
付
け
ば
河
合
さ
ん
の
瞳

か
ら
は
涙
が
こ
ぼ
れ
て
い
た
。
そ
の
溢
れ
出
し

た
雫
は
と
め
ど
な
く
流
れ
た
。

　
「
そ
の
時
は
じ
め
て
〝
涙
を
流
す
〞
と
い
う

こ
と
が
〝
自
分
の
心
を
洗
浄
す
る
〞
こ
と
だ
と

知
り
ま
し
た
。
涙
は
汚
れ
た
自
分
の
心
を
洗
い

流
し
て
素
直
に
し
て
く
れ
る
」

　

伴
治
さ
ん
は
気
付
い
た
。
決
し
て
自
分
一
人

で
大
き
く
な
っ
た
の
で
は
な
い
。
父
親
の
存
在

が
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
の
だ
と
。
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